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今後の介護は大丈夫？

どうなる介護予防！
〈第2特集〉平成28年度実施学力等調査の結果
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人がつながる田園都市 「広報あきたかた」



〈 今月の表紙 〉

撮影場所：小原中央集会所”絆”

『笑顔で介護予防体操に
取り組むみなさん』

D a t a

（土曜・日曜日、祝日、年末年始は閉庁）

人　口

消防署の出動件数

交通事故

人口総数

世帯数

男

女

平成28年11月1日現在、外国人登録を含む。
各種統計は市ホームページに掲載しています。

 

※（　）内は前年同期の増減数

※（　）内は平成28年の累計

（10月末日現在）
（年間累計）

（10 月）

火災 救急 救助 その他

（+1）
84件
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（16）
2件
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3件

4人 121人
（+1） （+11）

毎月1日と15日は「防災デー」

なくそう交通死亡事故
アンダー 90

安芸高田市ホームページ

－平成28年交通安全スローガン－
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13,605 +27
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人身事故

前年比

前年比

前年比
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人がつながる田園都市「広報あきたかた」

来
年
度
ス
タ
ー
ト
す
る
「
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
」
を
機
に
考
え
ま
す
。

年
齢
と
向
き
合
い
元
気
に
過
ご
す
た
め
に
必
要
な
こ
と
は
な
ん
で
し
ょ
う
か
？



　団
塊
の
世
代
が
75
歳
以
上
に
な
る
平
成
37
年
に
向

け
て
、
ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
世
帯
や
高
齢
者
夫

婦
の
み
の
世
帯
、
認
知
症
高
齢
者
が
増
加
し
て
い
く

こ
と
が
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。
高
齢
者
が
住
み
な
れ

た
地
域
で
暮
ら
し
て
い
く
た
め
に
は
、
地
域
全
体
で

高
齢
者
を
支
え
る
と
と
も
に
、
高
齢
者
自
ら
の
能
力

を
最
大
限
に
活
か
し
、
要
介
護
状
態
に
な
る
こ
と
を

予
防
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
ま
た
、
介
護
保
険
制

度
を
持
続
さ
せ
る
た
め
、
す
べ
て
の
サ
ー
ビ
ス
を
介

護
保
険
の
み
で
ま
な
か
う
の
は
、
将
来
的
に
限
界
だ

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
問
題
を
解
決
す

る
た
め
の
足
掛
か
り
と
し
て
介
護
保
険
法
が
改
正
さ

れ
、
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
が
創
設

さ
れ
ま
し
た
。
市
で
は
平
成
30
年
の
完
全
移
行
を
目

指
し
、
平
成
29
年
4
月
か
ら
要
支
援
1
・
2
の
方
が

利
用
す
る
サ
ー
ビ
ス
の
う
ち
、
訪
問
介
護
（
ホ
ー
ム

ヘ
ル
プ
）
と
通
所
介
護
（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
）
が
介
護

予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
に
移
行
し
ま
す
。

　「実
際
は
、
こ
れ
ま
で
の
介
護
予
防
給
付
の
一
部

と
介
護
予
防
事
業
の
管
轄
が
国
か
ら
市
に
変
わ
る
だ

け
で
、
利
用
者
の
方
に
と
っ
て
は
何
も
変
わ
り
ま
せ

ん
。
費
用
が
上
が
っ
た
り
、
こ
れ
ま
で
の
サ
ー
ビ
ス

が
受
け
ら
れ
な
く
な
る
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
せ

ん
」
と
田
村
さ
ん
。
で
は
、
い
っ
た
い
何
が
変
わ
る

の
で
し
ょ
う
か
？

　「要
支
援
者
を
対
象
に
し
た
介

護
予
防
給
付
（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
な
ど
）
が
、
こ
れ
ま

で
の
介
護
保
険
法
に
基
づ
く
全
国
一
律
の
サ
ー
ビ
ス

か
ら
、
地
域
の
実
情
に
合
わ
せ
て
市
独
自
の
サ
ー
ビ

ス
が
提
供
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
市

が
開
催
し
て
い
た
健
康
体
操
な
ど
の
教
室
だ
け
で
な

く
、
市
民
、
N
P
O
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
、
多
様

な
主
体
に
よ
る
多
彩
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
く

こ
と
も
可
能
で
す
。
そ
れ
に
は
、
市
民
の
方
の
協
力

が
不
可
欠
。
こ
れ
か
ら
も
よ
り
市
民
の
み
な
さ
ん
と

一
緒
に
な
っ
て
、
介
護
予
防
に
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。ま
た
、こ
う
し
た
活
動
に
よ
っ

て
地
域
の
つ
な
が
り
が
深
ま
り
、
地
域
全
体
が
”げ

ん
き”

に
な
る
こ
と
を
目
指
し
た
い
で
す
」。
い
き
い

き
し
た
高
齢
者
の
笑
顔
が
あ
ふ
れ
る
ま
ち
を
一
緒
に

つ
く
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
！

　

新しい総合事業のことなら
おまかせください

平成 29 年 4 月から開始される「介護予防・日常
生活支援総合事業」。いったいどんなものなのか、
保健師の田村綾子さんにうかがいました。

市
民
と
と
も
に
つ
く
る

介
護
予
防
事
業
を
目
指
し
て

お問い合わせ

今後は市主催の健康教室だけでなく、地域や
自宅で市民の方が自主的に行う活動にも力を
入れていきたいと考えています

福祉保健部高齢者福祉課
☎47-1281

介護予防・日常生活支援総合事業（新しい総合事業）とは
①要支援 1 及び 2 の通所介護サービスと訪問介護サービスを総合事業として実施します。
②介護予防事業（運動教室等）や地域づくりを活用した住民主体の介護予防事業の充実を図ります。
③配食サービスや安心生活創造事業で、低栄養防止や見守り体制の充実を図ります。

平成29年3月まで 平成29年４月から

介護予防給付（要支援 1・2）

●要支援 1 および 2 の方で、
　訪問介護・通所介護の利用が必要な方

が利用できます

ヘルパーによる掃除、洗濯、調理、買い物等の生活援助

デイサービスセンターにおいて、日常生活上の支援や
運動器の機能向上や入浴援助

ころげん体操等の介護予防のための運動機能向上等を
定期的に実施

運動指導者を派遣し、地域の集会所で介護予防運動を実施

介護予防を目的とした講演会

●基本チェックリストの結果、
　一定の基準に該当した方（事業対象者）

これまで通り変更あ
りません

これまで通り変更あ
りません

※基本チェックリストの結果が一定の基準に該当した方は、
　介護認定の手続きを省略してサービスを利用できます。
※基本チェックリストとは、日常生活や運動等の 25 項目を
　「はい」または「いいえ」で答えていただくアンケートです。

65 歳以上全ての方が利用できる事業です

介護予防・生活支援サービス事業

一般介護予防事業

その他のサービス

訪問型サービス

通所型サービス

げんき教室

いきいき介護予防教室

介護予防講演会

認知症予防や転倒予防のための体操や物忘れ相談プログラム
測定を行ない、認知症予防に取り組む事業

住民主体の介護予防事業

調理が困難な高齢者等に対して、低栄養防止のための
配食サービス及び安否確認を実施

配食サービス

独居高齢者等が孤立状態にならないよう、研修を修了した
登録訪問員の家庭訪問による安否確認を実施

安心生活創造事業

介護予防・日常生活支援総合事業介護予防・日常生活支援総合事業
総合事業
として
実施

総合事業
として
実施

低栄養防止
や

見守り体制
の充実

低栄養防止
や

見守り体制
の充実

住民主体の

介護予防事
業

の充実
住民主体の

介護予防事
業

の充実

介護予防給付（要支援 1・2）

福祉用具貸与、訪問看護、
通所リハビリテーション 
短期入所生活介護　等

訪問介護（ホームヘルプ）
通所介護（デイサービス）

介護予防事業

○二次予防事業
○一次予防事業
　げんき教室
　いきいき介護予防教室
　介護予防講演会
　住民主体の介護予防事業  等

配食サービス
安心生活創造事業

その他のサービス

介護給付（要介護 1 ～ 5）介護給付（要介護 1 ～ 5）

広報 あきたかた 12月号 45 広報 あきたかた 12月号



平成28年度実施学力等調査の結果平成28年度実施学力等調査の結果
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　安芸高田市では、全国学力・学習状況調査、広島県「基礎・基本」定着状況調査を実施しました。その結果から、
安芸高田市の児童生徒は、基礎的・基本的な学習内容を概ね身に付けていますが、それを活用する問題（特に説明を
する問題）において、小中学校ともに課題があります。（○成果 ●課題）

小
学
６
年
　
国
語
・
算
数

中
学
３
年
　
国
語
・
数
学

○
国
語
Ａ
、
国
語
Ｂ
、
算
数

Ａ
の
内
容
は
、
概
ね
定
着

し
て
い
る
。

●
算
数
Ｂ
で
は
、
式
の
中
の

数
値
の
意
味
を
理
解
し
、

そ
れ
を
記
述
す
る
こ
と
。

●
割
り
算
の
式
の
意
味
の
説

明
を
記
述
す
る
こ
と
。

小
学
５
年

国
語
・
算
数
・
理
科

○
国
語
、
算
数
、
理
科
の
タ
イ
プ

Ⅰ
の
基
礎
的
・
基
本
的
な
内
容

は
、
概
ね
定
着
し
て
い
る
。

●
国
語
タ
イ
プ
Ⅱ
で
は
、
複
数
の

資
料
か
ら
必
要
な
情
報
を
取
り

出
し
そ
れ
ら
を
関
係
付
け
て
論

理
的
に
説
明
す
る
こ
と
。

●
算
数
タ
イ
プ
Ⅱ
で
は
、
目
的
に

応
じ
て
計
算
結
果
を
見
積
も
る

こ
と
。

中
学
２
年

国
語
・
数
学
・
理
科
・
英
語

○
国
語
、
数
学
に
つ
い
て
は
基
礎

的
・
基
本
的
な
内
容
は
、
概
ね

定
着
し
て
い
る
。

●
数
学
タ
イ
プ
Ⅱ
で
は
、
比
例
の

グ
ラ
フ
の
特
徴
に
つ
い
て
、
数

学
的
な
表
現
を
用
い
て
記
述
す

る
こ
と
。

●
理
科
は
、
力
の
関
係
を
図
に
表

す
こ
と
。

●
英
語
は
、
会
話
を
聞
い
て
話
の

要
点
や
概
要
を
把
握
す
る
こ
と
。

○
国
語
Ａ
、
国
語
Ｂ
、
数
学

Ａ
の
内
容
は
、
概
ね
定
着

し
て
い
る
。

●
数
学
Ｂ
で
は
、
式
を
用
い

て
、
問
題
を
解
決
す
る
方

法
を
数
学
的
に
説
明
す
る

こ
と
。

●
２
つ
の
辺
の
長
さ
が
等
し

い
こ
と
を
、
三
角
形
の
合

同
を
利
用
し
て
証
明
す
る

こ
と
。

小学 5年 広島県「基礎・基本」定着状況調査

教
科
全
体

タ
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プ
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イ
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教
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Ⅰ
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広
島
県

安
芸
高
田
市

広
島
県

安
芸
高
田
市

中学 2年 広島県「基礎・基本」定着状況調査

教
科
全
体

タ
イ
プ
Ⅰ

タ
イ
プ
Ⅱ

教
科
全
体

タ
イ
プ
Ⅰ

タ
イ
プ
Ⅱ

教
科
全
体

タ
イ
プ
Ⅰ

タ
イ
プ
Ⅱ

国語 数学 理科

教
科
全
体

タ
イ
プ
Ⅰ

タ
イ
プ
Ⅱ
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53.053.0
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70.870.8

66.866.8

68.268.2
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59.459.471.871.8

75.675.6

69.769.7
72.572.5

全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
で
は
、
調
査
の
種
類
が
次
の
よ
う
に

分
か
れ
て
い
ま
す
。

・
国
語
Ａ
、
算
数
・
数
学
Ａ…

主
と
し
て
知
識
に
関
す
る
問
題

・
国
語
Ｂ
、
算
数
・
数
学
Ｂ…

主
と
し
て
活
用
に
関
す
る
問
題

広島県「基礎・基本」定着状況調査では、調査の種類が次のように分かれています。
・タイプⅠ…教科で身につけておかなければ後の学年等の学習内容に影響を及ぼすなどの基礎的・基本的な内容
・タイプⅡ…教科で学習した知識・技能を実生活や学習の様々な場面に活用する力などに係る内容

※「概ね定着している」とは…平均正答率、平均通過率が 60％を超えていること。
※通過率とは…正答（正しい答え）または準正答（完全な誤りではなく、正答として考えられる答え）であった児童生徒の割合

４月 19日実施

6月 7日
実施 広島県「基礎・基本」定着状況調査広島県「基礎・基本」定着状況調査

全国学力・学習状況調査全国学力・学習状況調査

安芸高田市教育委員会

安
芸
高
田
市
で
は
、こ
れ
ら
の
学
力
等
調
査
を
踏
ま
え
、全
て
の
児
童
生
徒
が
将
来
に
わ
た
っ
て
学
び
続
け
て
い
く
た
め
の
土
台
と
な
る

確
か
な
学
力
を
つ
け
る
た
め
、「
安
芸
高
田
市
学
力
向
上
戦
略
」を
策
定
し
、授
業
づ
く
り
を
中
心
と
し
た
取
組
を
進
め
て
い
ま
す
。

郷土を想い　夢と志に向けて　ともに学び続ける人づくり

目標：児童生徒に広島県内トップレベルの学力を身に付けさせる

県平均+10ポイント

目指す学力 １
基礎的な知識及び技能

全国学力・学習状況調査A問題におけ
る正答率及び広島県「基礎・基本」定
着状況調査タイプⅠにおける通過率

県平均+10ポイント

目指す学力 2
習得した知識及び技能を活用し、

課題を解決するために必要な
思考力、判断力、表現力等

平成27年度の回答値から
3～20％UP

目指す学力 3
主体的に学習に取り組む態度

広島県「基礎・基本」定着状況調査に
おける質問紙の学習習慣、学習動機、学
習意欲、「課題発見・解決学習」に関す
る質問事項全国学力・学習状況調査B問題におけ

る正答率及び広島県「基礎・基本」定着
状況調査タイプⅡにおける通過率

協育
郷土に対する

愛着と誇り

学校

家庭地域

・「生きる力」を育む
・開かれた学校づくりの推進など〈学校の役割〉

〈地域の役割〉
・家庭や学校を積極的に支援
・地域の子供たちへの
  積極的な関わり合い　など

〈家庭の役割〉
・家族の絆を基盤とした
　「自己肯定感」の構築

・生活習慣、学習習慣の確立
・社会を生き抜くために必要な躾　など

各種学力調査の活用
・全国学力・学習状況調査、

広島県「基礎・基本」定着状
況調査、安芸高田市総合学
力調査の結果分析を生かし
た授業改善

複数校の協働による
授業づくり

・小中連携を核とした授業研
究の実施

・学習者中心の学びに視点を
置いた、研究協議スタイル
の確立

ICTの活用
・ICT機器の整備
・ICTを活用した授業づくり

研修の充実
・市教委主催研修の充実
・授業研究、授業づくりを
  中心とした研修の実施

・安芸高田教育推進会との
連携

授
業
づ
く
り

立
志
！

活
力
！

協
働
！

郷
土
愛
！

安芸高田市の全ての学校において、全ての教職
員がこの「安芸高田市授業づくりスローガン」
を意識しながら授業づくりを進めています。

愛情のある授業をつくります

考えが深まる授業をつくります

基礎・基本を習得し、活用する授業をつくります

対話し、学び合える集団を育てる授業をつくります

互いに見合い、学び合って授業をつくります
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ウォーキングで健康づくり

大人から子供までみんな笑顔！ 絢爛豪華な舞が来場者を魅了

第4回安芸高田市湧永庭園ウォーク

第28回こうだわいわい祭
第48回商工祭 第44回高宮神楽まつり

歩く

祭り 祭り

10月8日（土）／湧永製薬広島事業所周辺

10月9日（日）／甲田文化センター 10月8日（土）／高宮ハーモニー広場

このコーナーは
市内のいろいろな出来事を
紹介するコーナーです。
皆さんの身近な出来事を
お知らせください。

安芸高田市　政策企画課
〒731-0592 安芸高田市吉田町吉田791番地
☎42-5627

こちらまで！

鮮やかなカエデが人々を魅了 最後まで“笑顔”で生き抜くために

子どもたちの主張が胸を打つ216mの巻き寿司が完成！

カエデまつり 第2回市民公開講座

安芸高田市青少年育成フェスティバル第34回たかみや大地の祭り

祭り 講演

主張
発表祭り

11月5日（土）／唯称庵跡地 10月22日（土）／クリスタルアージョ

10月15日（土）／美土里生涯学習センターまなび10月16日（日）
安芸高田市役所高宮支所　ふれあい広場

今年で 4 回目を迎える「安芸高田市湧永庭
園ウォーク」が開催されました。参加費が無料
になったことから、昨年の 277 人を大幅に超
える約 500 人が参加。コースは 2、3、12km
の 3 コースが設定され、ベビーカーに乗った 6
か月のお子さんから 87 歳のご年配の方まで、
一緒に心地よい汗を流しました。ウォーキング
後に行われた減塩みそ汁の試食体験は大賑わ
い。参加者はみそ汁と一緒に配られたおにぎり
を美味しそうに頬張っていました。

深夜まで舞い続ける伝統のお祭り「高宮神楽」
が今年も華やかに開催されました。市内外から訪
れた約 2,000 人の来場者は、高宮町で活躍する神
楽団を中心に、特別上演の神楽団を含めた 7 団
体の華麗な舞を堪能。高宮神楽は八調子を奏でる
囃子の音律でリズミカルかつテンポが速い舞が特
徴で、いずれの神楽団も広島無形民俗文化財の指
定を受けています。武田薫実行委員長は「この歴
史ある祭りが、地域の誇りとなることを願ってい
ます」と今後の抱負を語られました。

前日の雨も上がり秋晴れに恵まれた日、甲田
町で祭りが開催されました。ステージイベント
や第 33 回甲田町健康マラソン大会、国史跡「甲
立古墳」の展示、甲田の伝説・絵本「とんかちり」
の原画展示、バザー・フリーマーケットなど盛
りだくさんの内容。家族連れを中心に約 1700
名の来場者で賑わいました。フィナーレは会場
が一体となって踊る甲田町音頭。子供からお年
寄りまでみんなで大きな輪になって踊り、楽し
い時間を過ごしました。

カエデ林が紅葉の見ごろを迎える頃、近隣住
民のみなさんの協力で開催されている「カエデ
まつり」。16 回目を迎えた今年は、約 300 人
の見物客で賑わいました。開催が通年よりも１
週間早かったこともあり紅葉は 6 割程度でし
たが、緑、黄色、赤の美しいコントラストが人々
を魅了。地元のお母さんたちが手作りした豚汁
や炊き込みご飯、地域の人が持ち寄った野菜な
ども販売され、人気を博していました。来年も
11 月中旬までに開催される予定です。

JA 吉田総合病院と市が共催で、「市民公開講
座」を開催しました。この講演会は平成 28 年
度安芸高田市在宅医療・介護連携推進事業の一
環として、市民のみなさんへの普及啓発を目的
に実施されたものです。地元の医師 2 名によ
る講演のほか、特別講演には国内外で活躍し、
施設での看取りを推奨する医師の石飛幸三氏が
登場。誰もが経験する「人の死」にスポットを
当てた内容に、約 500 名の来場者はじっくり
と聞き入っていました。

6 町が持ち回りで開催している「安芸高田市青
少年育成フェスティバル」。今年は、美土里町で
開催され約 250 名の聴衆が来場しました。青少
年の意見発表では、小学生 2 名と中学生 2 名が
熱い思いの丈を堂々と披露。聴衆は、緊張しなが
らも必死に訴える子どもたちの姿に心打たれてい
ました。スピーチ前に管楽器のアルトホーンで演
奏するなど、趣向を凝らした発表が印象的。また、
初めて「大人の部」が設けられ、2 名の方がスピー
チされたことは新たな第１歩でした。

高宮町の秋の風物詩「たかみや大地の祭り」
が盛大に行われました。目玉は巻き寿司づく
り。1999 年から続く恒例イベントで、今年は
西暦にちなんで 216m の巻き寿司を完成させ
ました。参加者約 750 人が一斉に具を置いて
寿司を巻く様子は圧巻。最後にみんなで持ち上
げると、会場からは拍手と歓声が上がりまし
た。その他、「広島和牛の丸焼き」やステージ
イベントなど盛りだくさん。約 2,000 人が訪
れ、思い思いの楽しい時間を過ごしました。
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デジタルブックを採用

多言語対応・音声読み上げ機能

パソコンもしくはタブレット横向き使用時では、ページをめくるように閲覧
できます。（その他、タブレット縦向き使用時・スマートフォンなどでは、ス
クロールとなります）

スマートフォンやタブレット端末で、日本語・英語・中国語簡体字・中国語繁体字・韓国語・
タイ語の 6 言語による多言語コンテンツの同時配信を自動翻訳エンジンと連携することで、実現
します。多言語に対応した自動音声読み上げ機能（アプリの設定が必要です）も可能となります。

（無料ビューアアプリ「Catalog Pocket」のインストールが必要となります）

1

2

※翻訳に関しましては、自動翻訳エンジンを使用しています。

閲覧の仕方

アプリやホームページから、いつでも！！ どこでも！！ 閲覧できます。アプリやホームページから、いつでも！！ どこでも！！ 閲覧できます。
広報「あきたかた」が、もっと手軽に！広報「あきたかた」が、もっと手軽に！

　市のホームページより、「トップページ＞広報・刊行物＞広報あきたかた」
の中に、リンクがありますので、そこからアクセスしてください。また、
右記 QR コードを読み込むことでもアクセスできます。

児童たちが鮎漁を体験大きく育て　心の花
可愛小学校・鮎の収穫祭人権の花運動

収穫
祭

人権
運動

10月19日（水）／江の川河川敷10月6日（木）～19日（水）
船佐小学校・川根小学校・刈田小学校・根野小学校

江の川河川敷で、可愛川漁協可愛支部主催の
「鮎の収穫祭」が行われました。招かれたのは
可愛小学校の児童たち。4 年生は春に鮎の稚魚
を放流し、稚魚が成長した秋に収穫する貴重な
体験をしました。当日は 200 匹の鮎が用意さ
れ、じっくり炭火で塩焼きに。児童はみんな「美
味しい！」と旬の味覚を満喫しました。鮎とり
の道具の説明や投網の指導を受けた後は、実際
に投網にチャレンジ。悪戦苦闘しながらも充実
した時間を過ごしていました。

三次人権擁護委員協議会安芸高田支部会で
は、子どもたちが花を育てることを通して「思
いやり」や「いたわりの心」を育むことを目的に、
市内小学校にヒヤシンスの水栽培セットを配布
する「人権の花運動」を展開しています。今年
度は、4 つの小学校にヒヤシンスを贈呈。「人
権あゆみ」ちゃんに扮した人権擁護委員が、『悩
みごとや困ったことがあったら、「SOS ミニレ
ター」や「子ども人権 110 番」に相談してね』
と児童たちに呼び掛けました。

　福
岡
県
宗
像
市
で
ホ
テ
ル
マ
ン
と
し
て
充
実
し
た

日
々
を
過
ご
し
て
い
た
中
溝
さ
ん
。
経
験
を
積
む
に
つ

れ
管
理
職
と
な
り
、
接
客
と
い
う
仕
事
か
ら
少
し
ず
つ

離
れ
て
い
き
ま
し
た
。「
自
分
の
起
こ
し
た
ア
ク
シ
ョ

ン
に
対
し
て
、
相
手
の
反
応
が
ダ
イ
レ
ク
ト
に
感
じ
ら

れ
る
接
客
の
仕
事
が
と
に
か
く
好
き
で
し
た
」
管
理
職

を
5
年
務
め
た
後
、
新
た
な
出
会
い
の
最
先
端
だ
と
感

じ
た
地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
応
募
し
見
事
に
採
用
。
現

在
は
商
工
観
光
課
で
、
観
光
情
報
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
な
ど
で
発
信
し
た
り
、
企
画
な
ど
も

手
掛
け
て
い
ま
す
。
ま
た
情
報
収
集
の
た
め
に
「
見
て

く
れ
る
人
が
ど
ん
な
情
報
が
欲
し
い
の
か
知
る
た
め
に

は
、
肌
で
感
じ
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
」
と
市
内
で
開
催

さ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
は
で
き
る
限
り
取
材
。
自
腹
で
一
眼

レ
フ
の
カ
メ
ラ
も
購
入
し
、
年
間
約
50
件
以
上
の
イ
ベ

ン
ト
を
取
材
し
て
い
ま
す
。
11
月
に
は
イ
ベ
ン
ト
「
元

就
め
ぐ
り
さ
ん
ぽ
」
を
企
画
実
施
。
史
跡
や
名
所
を
巡

り
な
が
ら
の
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
ク
は
、
オ
プ
シ
ョ

ン
で
甲
冑
を
着
る
こ
と
が
で
き
、
さ
ら
に
地
元
ス
イ
ー

ツ
も
味
わ
え
る
と
い
う
斬
新
な
企
画
で
、「
安
芸
高
田

市
を
五
感
で
感
じ
て
強
烈
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
残
し
た

い
！
」
と
意
気
込
む
中
溝
さ
ん
。「
と
に
か
く
人
の
笑

顔
が
好
き
、
頭
の
中
は
、
ど
う
や
っ
た
ら
面
白
く
な
る

か
、
人
に
微
笑
ん
で
も
ら
う
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
か

で
い
っ
ぱ
い
で
す
（
笑
）」
と
に
こ
り
。
サ
ー
ビ
ス
精

神
が
旺
盛
で
ユ
ー
モ
ア
た
っ
ぷ
り
の
中
溝
さ
ん
が
市
の

観
光
を
盛
り
上
げ
ま
す
。

中
溝 

国
久
さ
ん

商
工
観
光
課

な
か
み
ぞ
　
く
に
ひ
さ

ホ
テ
ル
マ
ン
と
し
て
培
わ
れ
た

サ
ー
ビ
ス
精
神
を
遺
憾
な
く
発
揮

奮発して購入した一眼レフ
のカメラ。イベントには欠か
せない相方になりました

歴史ロマンを感じる毛利元
就墓所。仕事でもプライベー
トでも訪れます

大の歴史好きが高じて、休日
にはボランティアガイドと
して活躍しています

地域おこし
協力隊員 市

外
か
ら
移
り
住
み
、
新
境
地
で
活
躍
す
る
隊
員
た
ち
。

市
へ
の
想
い
と
そ
の
素
顔
に
迫
り
ま
す
。

Vol.1
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白菜

減塩のススメ

断酒会

近年、様々な場面で目にする「減塩」や「塩分控えめ」の文字。過剰な塩分摂取は、高血圧などの
生活習慣病と深く関ってきます。
健康のための減塩生活は思ったその日から始めていきましょう。子供から大人まで、家族みんなが
徐々に減塩を進めることが大切です。無理なく長続きする、おいしい減塩生活を送りましょう。

１.���自分がとっている塩分量を知る
� 「食塩相当量」表示を確認しましょう
２.�塩分の高いものを控える
�� �外食やインスタント食品等には多くの� �
塩分が入っています

３.�だしをきかせて薄味に慣れる
� 昆布や鰹節などでだしをとり風味をだす
４.�汁物・めん類のスープは残す
� 汁物は具だくさんにする
５��.��しょうゆは「かける」よりつける
� 小皿にとって、少量ずつつける
６.��減塩タイプの調味料を使用する
� 塩味も美味しさもそのままで減塩できるのが魅力
７.�酸味・香辛料・香りを活用する
� レモン、カレー粉、しそなどの香りを生かす

食 の さ ん ぽ 道 安芸高田市食生活改善推進協議会
保健医療課�栄養士

白菜のひき肉煮
（1人分）�エネルギー�73Kcal 塩分�1.0g

材料 (2 人分 )
	 白菜	・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・2 枚
	 にんじん	・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・2cm
	 鶏ひき肉	・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・40g
	 油	・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・小さじ 1/2
	 だし汁	・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・100cc
	 酒	・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・小さじ 2
	 しょうゆ	・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・小さじ 1
	 塩	・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・少々
	 水溶きかたくり粉	・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・適宜

作り方
①	白菜は 4cm幅に、人参は短冊切りに
する。
②	鍋に油を熱し、ひき肉、にんじん、白
菜の順に炒める。
③	調味料🅐を加え、ひと煮立ちしたら水
溶きかたくり粉でとろみをつける。

行事食とは、季節ごとの行事やお祝いの日に食べる特別な料理の
ことを言います。ふるさとの味として守り継がれてきた行事食は、
旬の食材を使うことで季節感を味わい楽しむことができます。
また、季節の変わり目には体調を崩しやすく、そのため季節の変
わり目に行事食を食べることで、体に栄養と休息を与えてきました。
子どもたちが、健やかに、心豊かな人に育って欲しいという「祈り」
や「願い」が込められているともいわれています。食べ方や作り方
など日本の大切な食文化として、受け継いでいきたいものです。

行
事
食
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
！

安芸高田市食生活改善推進協議会�甲田支部

白菜

　�
　�
🅐�
　�
　�

　

　この健康教室は、各町を巡回して行う健康教室です。 
ご自身・ご家族の健康管理のために、ぜひご参加ください。

【日時】12 月 14 日（水）
受付時間 13：00～15：00（減塩食の体験会は11：30～）

【会場】甲田文化センター ミューズ
「減塩食の体験会」はふれあいセンターこうだ

【内容】

【申込・問合せ先】保健医療課 電話・お太助フォン：42-5633 FAX：42-2130（受付時間 8：30～17：15 土日祝除く）

体験できる！相談できる！　「巡回型健康教室」のお知らせ

骨密度測定 お薬相談（要予約）
もの忘れ測定 こころの相談（要予約）
体組成測定 アルコール相談（要予約）
肺年齢測定 たばこ相談（要予約）

汁物の塩分測定 減塩食の体験会（要予約）
先着20名

見直そう！
塩分コーナー

安芸高田市の健康状況
パネル展示

参加費
無料

寒い冬、あなたはコタツに入る？プールに入る？

日　程

月曜 金曜
朝の部 昼の部※ 昼の部 夜の部

10：00～11：00 14：00～15：00 13：00～14：00 19：00～20：00
１月９日から3月２７日（毎週月曜日） １月６日から３月３１日（毎週金曜日）

申込開始 １２月２日（金）から ※定員になり次第締め切りますのでお早めにお申込みください
対　象 市に住民票をお持ちの方 ※月曜昼の部はお申込の際に障害者手帳をお持ちください
参加費 1回900円（施設利用料400円込み）※月曜昼の部1回250円（施設利用料免除）
定　員 各部45名※月曜昼の部30名
送　迎 希望者には無料で送迎いたします（金曜夜の部を除く）

申込･お問い合わせ 安芸高田市吉田温水プール　☎４７－１２１０（水曜休館日）

「みんながいきいき笑顔で助け合えるまち」
健康あきたかた 21 推進中！
食生活「食の大切さを考えながらおいしく・楽しく・きちんと食べよう！」

食塩に含まれるナトリウムを摂りすぎると・・・

※日本人の食事摂取量（２０１５年版）より

深刻な合併症

血管を弱め、高血圧を引き起こしたり、脳卒中・心不全など深刻な合併症につな
がり、生活習慣病の原因となります。

自分や家族のお酒の問題で悩んでいませんか？
お気軽にご相談ください。

広島断酒ふたば会　中田克宣
☎ 090-4802-1865

ふれあいプラザ向原	 12月 02日（金）18：30〜 20：30
吉田人権会館	 12月 16日（金）18：30〜 20：30
	 12 月 25日（日）13：30〜 15：30

？　
塩
分
を
取
り
す
ぎ
る
と

ど
う
な
る
の
？

私
た
ち
が

　
紹
介
し
ま
す
。

？　
食
事
相
当
量
は

一
日
ど
の
く
ら
い
？

塩分を控えるためのポイント 10 月 8 日（土）第 4 回湧永庭園ウォーク
にて減塩みそ汁の試食会を行いました。
（※一般的なみそ汁の塩分濃度は1.0%だと言われ

ていますが、今回は0.7％の味噌汁を提供しました）

～アンケート集計結果より～
Q�減塩みそ汁の味はどうでしたか？
　約3割の人が薄いと回答されました。
Q�普段の食事で減塩を意識していますか？
　�約2割の人があまり気にしていない、全く気にして
いないと回答されました。
Q���減塩食をご家庭で取り入れられそうだと思いましたか？
　約94％の人が「はい」と回答されました。

☆健康な生活を送るために、地域全体で減塩に取り組
みましょう！！

1 日の食塩相当量の目安（成人）

男性 ８グラム未満 女性 ７グラム未満

高血圧 動脈硬化血管に無理な
圧力がかかる

お問い合わせ

場所・日時

　第４期（１月～３月）吉田温水プール「健康教室」参加者募集
この時期の人間の身体は、体温を上げようと基礎代謝がアップし実はシェイプアップには最適なシーズンです。
活動量を増やし効果的なシェイプアップをしてみませんか？

吉田温水プール
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最
近
の
地
震
等
の
自
然
災
害
に
よ
り
、
市
民
の
防

災
意
識
が
高
揚
し
、
市
行
政
と
し
て
も
、
こ
れ
に
答

え
る
た
め
の
対
策
を
考
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
前

回
の
市
長
コ
ラ
ム
で
は
、「
想
定
外
異
常
気
象
（
確

率
1
/
1
0
0
0
年
程
度
の
気
象
）」
に
つ
い
て
記

述
し
ま
し
た
が
、
今
回
は
、
通
常
起
こ
り
う
る
頻
度

の
高
い
災
害
に
つ
い
て
の
コ
ラ
ム
で
す
。

　
近
年
、
世
界
的
に
異
常
な
気
象
現
象
が
頻
発
し
て

い
ま
す
。
我
が
国
に
於
い
て
も
、
こ
の
10
年
間
で
時

間
雨
量
が
50
㎜
を
超
え
る
よ
う
な
大
雨
の
頻
度
が
約

2
倍
と
な
っ
て
お
り
、
洪
水
の
発
生
す
る
確
率
が
増

加
す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
気
象
状
況
の
異
変
に
伴

い
、
近
年
多
く
の
地
点
で
1
時
間
雨
量
や
24
時
間
雨

量
が
観
測
史
上
最
高
を
記
録
す
る
な
ど
、
短
時
間
の

大
雨
が
観
測
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
短
時
間

の
大
雨
に
よ
り
、河
川
の
氾
濫
、内
水
に
よ
る
浸
水
、

土
砂
災
害
等
の
被
害
が
毎
年
発
生
し
て
い
る
現
状
で

あ
り
ま
す
。
今
後
に
お
い
て
も
、
地
球
温
暖
化
の
傾

向
を
踏
ま
え
る
と
、
益
々
大
雨
や
台
風
の
影
響
、
発

生
回
数
の
増
大
、
被
害
の
増
大
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　
こ
う
し
た
状
況
に
お
い
て
、
行
政
で
は
、
今
後
の

風
水
災
害
を
如
何
に
最
小
限
に
抑
え
る
か
が
、
喫
緊

の
課
題
と
考
え
ま
す
。
風
水
災
害
の
減
災
対
策
に

は
、
施
設
整
備
な
ど
の
ハ
ー
ド
対
策
と
意
識
啓
発
等

の
ソ
フ
ト
対
策
が
あ
り
ま
す
。
ハ
ー
ド
対
策
に
は
費

用
と
時
間
を
要
す
る
た
め
、
ま
ず
は
ソ
フ
ト
対
策
を

充
実
強
化
す
る
こ
と
が
肝
要
で
す
。
効
率
的
な
ソ
フ

ト
対
策
を
行
う
に
は
、「
自
助
・
共
助
・
公
助
」
の

バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
取
り
組
み
が
大
切
で
す
。
行
政

と
し
て
は
、
平
素
か
ら
市
民
の
自
助
・
共
助
の
意
識

啓
発
等
を
積
極
的
に
行
い
、
市
民
は
行
政
と
一
緒
に

災
害
対
応
能
力
を
高
め
る
事
が
必
要
で
す
。

　
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
等
で
の
防
災
情
報
に
よ
り
危
険

個
所
の
確
認
を
行
う
割
合
が
低
い
課
題
な
ど
、
市
民

の
行
政
へ
の
依
存
度
が
依
然
と
し
て
高
い
状
況
で

す
。
水
害
等
の
危
険
性
に
関
す
る
認
識
が
不
十
分
で

あ
り
、
避
難
イ
メ
ー
ジ
の
固
定
化
（
避
難
所
へ
避
難

す
る
こ
と
が
必
ず
し
も
適
切
な
行
動
で
は
な
く
、
場

合
に
よ
っ
て
は
自
宅
の
2
階
等
へ
の
避
難
も
考
え

る
）
し
て
い
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
い
つ
・
ど

こ
に
・
だ
れ
と
・
ど
の
よ
う
に
避
難
す
る
と
い
っ
た

行
動
手
順
が
確
立
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
避
難
勧
告

等
の
発
令
を
受
け
て
も
避
難
す
る
人
が
少
な
く
、
結

果
、
避
難
時
間
・
避
難
方
法
・
避
難
場
所
・
避
難
経

路
の
判
断
に
迷
い
、
状
況
に
応
じ
た
避
難
行
動
が
出

来
な
い
こ
と
に
な
り
か
ね
ま
す
。

　
行
政
の
課
題
と
し
て
、
防
災
に
対
す
る
認
識
不
足

や
部
局
間
の
連
携
が
不
十
分
な
面
も
あ
り
ま
す
。
気

象
情
報
や
河
川
情
報
等
に
関
す
る
専
門
知
識
を
有
す

る
職
員
が
不
足
し
て
い
ま
す
。
災
害
情
報
を
発
信
し

て
も
、
地
域
内
全
て
の
人
に
行
き
届
く
に
は
時
間
が

か
か
り
ま
す
。
こ
の
間
、
関
係
部
局
内
で
情
報
を
共

有
し
、
連
携
し
た
対
応
を
取
り
、
発
信
し
た
災
害
情

報
が
住
民
に
的
確
に
理
解
さ
れ
具
体
的
な
行
動
に
つ

な
が
る
よ
う
体
制
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
ま

た
、
少
子
高
齢
化
に
伴
い
消
防
団
員
の
高
齢
化
や
減

少
も
大
き
な
課
題
で
あ
り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
課
題
に
対
応
す
る
た
め
、
本
市
で
は
、

風
水
害
危
機
意
識
の
喚
起
、
防
災
体
制
の
強
化
お
よ

び
災
害
対
応
能
力
の
向
上
を
目
的
に
、
広
島
県
と
共

催
し
て
「
図
上
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
訓
練
」
を
ク
リ

ス
タ
ル
ア
ー
ジ
ョ
で
開
催
し
ま
し
た
。
市
職
員
57
名

が
参
加
し
、
県
内
自
治
体
か
ら
防
災
担
当
職
員
が
参

観
し
ま
し
た
。
こ
の
訓
練
の
成
果
は
今
後
の
広
島
県

の
防
災
施
策
に
活
用
さ
れ
ま
す
。
市
と
し
て
も
、
こ

の
研
修
を
契
機
に
危

機
管
理
に
対
す
る
取

り
組
み
を
進
め
て
行

き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

図
上
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
防
災
訓
練
の
意
義

vol.98

柔
道
整
復
師
（
整
骨
院
・
接
骨
院
）

の
か
か
り
方保

健
医
療
課　
☎
42

−５
６
１
９

42

−

２
１
３
０

整
骨
院
や
接
骨
院
で
の
施
術
に
か
か

る
柔
道
整
復
療
養
費
は
安
芸
高
田
市
国

民
健
康
保
険
に
限
ら
ず
全
国
的
に
増
加
の

傾
向
に
あ
り
ま
す
。

同
じ
傷
病
に
つ
い
て
、
整
形
外
科
な
ど

医
師
の
治
療
を
受
け
て
い
る
と
き
は
、
原

則
国
保
保
険
証
が
使
え
ず
全
額
自
己
負

担
に
な
り
ま
す
。

柔
道
整
復
療
養
費
も
皆
様
か
ら
の
国

民
健
康
保
険
税
か
ら
支
払
わ
れ
て
お
り
ま

す
の
で
、
柔
道
整
復
師
に
か
か
る
と
き
は

誤
っ
た
内
容
に
な
ら
な
い
よ
う
気
を
つ
け

て
い
た
だ
き
、
か
か
っ
た
後
は
請
求
内
容

に
誤
り
が
な
い
か
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

柔
道
整
復
師
に
か
か
る
時
の
注
意
点

①�

ケ
ガ
（
痛
み
）
の
原
因
を
正
し
く
伝

え
て
く
だ
さ
い

国
保
保
険
証
が
使
え
る
も
の

○ 

急
性
ま
た
は
亜
急
性（
急
性
に
次
ぐ
）

の
外
傷
性
の
打
撲
、
ね
ん
ざ
、
挫
傷

（
肉
離
れ
な
ど
）

○
医
師
の
同
意
が
あ
る
骨
折
、
脱
臼

○ 

応
急
処
置
で
行
う
骨
折
、
脱
臼
（
応

急
手
当
後
の
施
術
に
は
医
師
の
同

意
が
必
要
）

国
保
保
険
証
が
使
え
な
い
も
の

○ 

日
常
生
活
で
の
単
純
な
疲
労
や
肩

こ
り
、
腰
痛
な
ど
の
疲
労
回
復
を
目

的
と
し
た
も
の

○ 

神
経
痛
、
リ
ウ
マ
チ
な
ど
の
慢
性
病

か
ら
の
痛
み
や
し
び
れ

○ 

症
状
の
改
善
が
み
ら
れ
な
い
長
期

に
わ
た
る
も
の

○
通
勤
中
や
勤
務
中
に
受
け
た
負
傷

○
け
ん
か
や
交
通
事
故
に
よ
る
も
の

② 

療
養
費
支
給
申
請
書
は
必
ず
自
分
で

署
名
し
て
く
だ
さ
い

負
傷
名
な
ど
の
施
術
内
容
が
記
載
さ

れ
た
療
養
費
支
給
申
請
書
は
、
柔
道
整
復

師
が
安
芸
高
田
市
国
民
健
康
保
険
へ
の
請

求
手
続
き
を
委
任
す
る
も
の
で
す
。

負
傷
原
因
、
負
傷
名
、
日
数
、
金
額

を
よ
く
確
認
し
、
必
ず
自
分
で
署
名
を
し

て
く
だ
さ
い
。（
負
傷
な
ど
に
よ
り
署
名

で
き
な
い
と
き
は
代
筆
も
可
能
で
す
が
、

捺
印
が
必
要
で
す
。）

③
領
収
書
は
必
ず
も
ら
い
ま
し
ょ
う

領
収
書
は
必
ず
も
ら
い
、
金
額
を
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。（
領
収
書
は
無
料
発
行

が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。）

ま
た
、
領
収
書
は
高
額
療
養
費
の
申

請
や
確
定
申
告
の
医
療
費
控
除
の
と
き
に

必
要
に
な
り
ま
す
の
で
、
大
切
に
保
管
し

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

み
な
さ
ま
に
納
め
て
い
た
だ
い
た
国
民

健
康
保
険
税
を
適
正
に
使
用
す
る
た
め
、

施
術
内
容
を
文
書
に
よ
り
確
認
さ
せ
て
い

た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

保健医療課 ☎ 42-5633
47-1282たかみや湯の森温泉ウォーキングプール健康教室

コース 肩こり・腰痛・膝痛の軽減、予防コース（１０時～１１時） 体脂肪燃焼コース
（１９時～２０時)

対 象 向原・甲田地域の方 八千代・吉田地域の方 美土里・高宮地域の方 市内全域

と き

１月１６日～２月２７日
毎週月曜日

１月１９日～３月２日
毎週木曜日

１月２０日～３月３日
毎週金曜日

１月１９日～３月２日
毎週木曜日

午前１０時～１１時　７回コース※希望者には無料で送迎があります。※定員に
余裕があれば対象地域以外からも参加できます。ただし、送迎はありません。

午後７時～８時
７回コース

申 込
期 限 １２月１日（木）～１２月２５日（日）

ところ たかみや湯の森温泉ウォーキングプール
定 員 １７名(定員を超える場合、新規申し込みの方を優先とさせていただきます。)
参加費 ３，５００円　（温泉プール利用料１回につき５００円は別料金）
申込先 たかみや湯の森　☎５９－００５９　５７－２２００

水中では腰や膝に無理な負担をかけることなく歩くことができ、普段使わない筋肉の回復や維持、増進を�
図ることができます。

８月診療分　一人当り医療費（単位円）

※県内順位・・県内23市町で1人当たり費用額が高い順

　 安芸高田市 県　平　均 順　位

全被保険者 25,091 26,353 18
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冬
季
伐
採
の
お
願
い

国
民
年
金
保
険
料
追
納
の
お
知
ら
せ

西日本高速道路（株）中国支社
三次高速道路事務所
☎0824-62-5135
国土交通省
三次河川国道事務所
☎0824-63-4121

三
次
年
金
事
務
所

☎
０
８
２
４

−

62

−

３
１
０
７

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
の

電
子
証
明
書
の
発
行
を

受
け
て
い
る
方
へ
の
お
知
ら
せ

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

臨
時
交
付
窓
口
開
設
の

お
知
ら
せ

総
合
窓
口
課

　

☎
42

−

５
６
１
６　
　

42

−

２
１
３
０

総
合
窓
口
課

　

☎
42

−

５
６
１
６　
　

42

−

２
１
３
０

Q1　今月号でよかった内容や写真があれば
　　 教えてください。
Q2　取り上げてほしい内容や企画があれば
　　 教えてください。
Q3　広報に関するご意見・ご感想を
　　 お聞かせください。

メールもしくは、裏面の用紙にご記入いただき、
本・支所へ設置してあります広報ご意見ポストへ
投函ください。

より良い紙面づくりにご協力お願いいたします。

【アンケート】

【受付】

jouhouka@city.akitakata.lg.jp
安芸高田市企画振興部政策企画課

「広報あきたかた」について
ご意見をお寄せください

「広報あきたかた」について
ご意見をお寄せください

高
速
道
路
沿
い
の
土
地
所
有
者
の
皆
様
へ

例
年
、中
国
道
、尾
道
道
、松
江
道
で
は
、

冬
季
の
降
雪
に
よ
り
、
高
速
道
路
区
域
外

か
ら
樹
木
・
竹
等
が
倒
れ
込
み
、
高
速
道

路
の
通
行
に
支
障
を
来
た
す
事
象
が
発
生

し
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
高
速
道
路
内
へ
の
倒
れ
込

み
の
恐
れ
が
あ
る
樹
木
・
竹
等
に
つ
い
て

は
、
お
手
数
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、
土
地

所
有
者
の
皆
様
で
伐
採
し
て
い
た
だ
く
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
伐
採
に
伴
い
、
高
速
道
路
へ
の

影
響
が
危
惧
さ
れ
る
場
合
に
は
、
道
路
管

理
者
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
道
路
巡
回
に
よ
り
、
そ
う
し
た

状
況
を
発
見
し
た
場
合
は
、
通
行
の
安
全

確
保
の
た
め
、
伐
採
・
排
除
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
の
で
、
予
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

免
除
さ
れ
た
保
険
料
を
追
納
す
る
と
、
満
額

の
年
金
額
に
近
づ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す

保
険
料
の
免
除
や
猶
予
の
承
認
を
受
け
た

期
間
が
あ
る
場
合
、
老
齢
・
障
害
・
遺
族
の
各

基
礎
年
金
を
受
け
る
た
め
の
資
格
期
間
に
つ
い

て
、
保
険
料
を
全
額
納
め
た
期
間
と
同
じ
と
み

な
さ
れ
ま
す
が
、
老
齢
基
礎
年
金
の
年
金
額
を

計
算
す
る
と
き
に
、
保
険
料
を
全
額
納
付
し
た

場
合
と
比
べ
て
年
金
額
が
低
額
と
な
り
ま
す
。

し
か
し
、
免
除
等
の
承
認
を
受
け
た
期
間

の
保
険
料
に
つ
い
て
は
、10
年
以
内
で
あ
れ
ば
、

後
か
ら
納
付
（
追
納
）
す
る
こ
と
に
よ
り
、
老

齢
基
礎
年
金
の
年
金
額
を
増
や
す
こ
と
が
で

き
ま
す
。

○
追
納
の
方
法
と
注
意
事
項

１
． 

追
納
を
行
う
場
合
は
、
申
し
込
み
が
必
要

で
す
。
お
近
く
の
年
金
事
務
所
で
申
し
込

み
を
行
っ
て
い
た
だ
き
、
厚
生
労
働
大
臣

の
承
認
を
受
け
た
う
え
で
、
納
付
書
が
交

付
さ
れ
ま
す
。
交
付
さ
れ
た
納
付
書
で
納

付
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
（
口

座
振
替
な
ら
び
に
ク
レ
ジ
ッ
ト
納
付
は
で

き
ま
せ
ん
）。

２
． 

追
納
が
で
き
る
の
は
追
納
が
承
認
さ
れ
た

月
の
前
10
年
以
内
の
免
除
等
期
間
に
限

ら
れ
て
い
ま
す
（
例
え
ば
、
平
成
28
年
４

月
分
は
平
成
38
年
４
月
末
ま
で
）。

３
． 

承
認
等
を
さ
れ
た
期
間
の
う
ち
、
原
則

古
い
期
間
か
ら
納
付
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

４
． 

保
険
料
の
免
除
も
し
く
は
納
付
猶
予
を
受

け
た
期
間
の
翌
年
度
か
ら
起
算
し
て
、
３

年
度
目
以
降
に
保
険
料
を
追
納
す
る
場

合
に
は
、
承
認
を
受
け
た
当
時
の
保
険
料

額
に
経
過
期
間
に
応
じ
た
加
算
額
が
上

乗
せ
さ
れ
ま
す
の
で
、
お
早
目
の
追
納
を

お
勧
め
し
ま
す
。

な
お
、
今
年
度
中
に
追
納
し
て
い
た
だ
く

保
険
料
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

　 全額免除 4分の3免除 半額免除 4分の1免除
平成18年度
の月分 15,000円 11,240円 7,500円 3,740円

平成19年度
の月分 15,030円 11,270円 7,520円 3,750円

平成20年度
の月分 15,140円 11,360円 7,570円 3,780円

平成21年度
の月分 15,230円 11,420円 7,620円 3,800円

平成22年度
の月分 15,490円 11,610円 7,750円 3,870円

平成23年度
の月分 15,280円 11,450円 7,640円 3,810円

平成24年度
の月分 15,130円 11,340円 7,560円 3,780円

平成25年度
の月分 15,100円 11,330円 7,550円 3,780円

平成26年度
の月分 15,250円 11,440円 7,620円 3,810円

平成27年度
の月分 15,590円 11,690円 7,790円 3,900円

平
成
27
年
12
月
22
日
を
も
っ
て
住
民
基

本
台
帳
カ
ー
ド
の
電
子
証
明
書
を
更
新
す

る
サ
ー
ビ
ス
を
終
了
し
ま
し
た
。
平
成
28
年

1
月
か
ら
は
、
新
た
な
電
子
証
明
書
が
標

準
的
に
搭
載
さ
れ
た
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
の
交
付
が
開
始
さ
れ
て
い
ま
す
。
住
民

基
本
台
帳
カ
ー
ド
の
電
子
証
明
書
は
、
有

効
期
間
満
了
日
ま
で
利
用
す
る
こ
と
が
可

能
で
す
が
、
有
効
期
間
満
了
後
、
引
き
続

き
電
子
証
明
書
を
必
要
と
さ
れ
る
場
合
は
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド(

初
回
発
行
無
料)

を
申
請
し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付
は
、
申

請
後
か
ら
約
3
週
間
か
ら
1
か
月
程
度
の

時
間
を
要
し
ま
す
。
平
成
28
年
分
の
確
定

申
告
等
で
電
子
証
明
書
を
ご
利
用
に
な
る

場
合
は
、
余
裕
を
も
っ
て
早
め
に
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
申
請
し
て
い
た
だ
く
か
、

有
効
期
間
が
満
了
す
る
前
に
確
定
申
告
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
を
お
持
ち
の
方

は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
お
渡
し
す
る

際
に
、
回
収
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

開
設
日

12
月
8
日(

木)

17
時
15 

分
～
18
時
45 

分

12
月
10
日(

土)

8
時
30 

分
～
16
時
45 

分

12
月
11
日(

日)

8
時
30 

分
～
16
時
45 

分

受
取
場
所

住
所
地
の
市
役
所
窓
口
で
の
受
け
取

り
と
な
り
ま
す
。

・
本
庁
総
合
窓
口
課 

☎
42−

５
６
１
６ 

・
八
千
代
支
所 

☎
52−

２
１
１
１

・
美
土
里
支
所 

☎
54−

０
３
１
１

・
高
宮
支
所 

☎
57−

０
３
１
１

・
甲
田
支
所 

☎
45−

４
１
１
１

・
向
原
支
所 

☎
46−

３
１
１
１

対
象
者
及
び
お
持
ち
い
た
だ
く
物

●
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
申
請
さ
れ
た

方
の
う
ち
「
個
人
番
号
カ
ー
ド
交
付
・
電

子
証
明
書
発
行
通
知
書(

は
が
き)

」
が
届

い
て
い
る
方

・ 

個
人
番
号
カ
ー
ド
交
付
・
電
子
証
明
書

発
行
通
知
書(

は
が
き)

・ 

通
知
カ
ー
ド(

個
人
番
号
を
通
知
し
た
紙

の
カ
ー
ド)

・ 

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド(

お
持
ち
の
方
の
み)

・ 

本
人
確
認
書
類
①(

運
転
免
許
証
、
パ
ス

ポ
ー
ト
、
在
留
カ
ー
ド
、
住
民
基
本
台

帳
カ
ー
ド
等
の
顔
写
真
付
の
公
的
機
関

が
発
行
し
て
い
る
も
の
を
1
点)

・ 

①
の
顔
写
真
つ
き
の
本
人
確
認
物
が
な

い
場
合
、
本
人
確
認
書
類
②(

健
康
保
険

証
、
年
金
手
帳
、
医
療
受
給
者
証
、
社

員
証
、
学
生
証
、
預
金
通
帳
等
を
2
点)

・
印
鑑

※ 

15
歳
未
満
の
方
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
の
受
け
取
り
や
、
病
気
・
身
体
の
障

害
そ
の
他
や
む
を
得
な
い
理
由
に
よ

り
、
本
人
が
来
ら
れ
な
い
場
合
は
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
通
知
カ
ー
ド
を
受
け
取
ら
れ
て
い
な
い
方

・ 

通
知
書
「
通
知
カ
ー
ド
を
受
け
取
ら
れ

て
い
な
い
皆
様
へ
」

・ 

本
人
確
認
書
類
①(
運
転
免
許
証
、
パ
ス

ポ
ー
ト
、
在
留
カ
ー
ド
、
住
民
基
本
台

帳
カ
ー
ド
等
の
顔
写
真
つ
き
の
公
的
機

関
が
発
行
し
て
い
る
も
の
を
1
点)

・ 

①
の
本
人
確
認
物
が
な
い
場
合
、
本
人

確
認
書
類
②(

健
康
保
険
証
、
年
金
手

帳
、
医
療
受
給
者
証
、
社
員
証
、
学
生

証
、
預
金
通
帳
等
を
2
点)

・
印
鑑

※ 

代
理
人
が
受
け
取
ら
れ
る
場
合
は
、
委

任
状
、
本
人
の
確
認
書
類
、
代
理
人
の

本
人
確
認
書
類
が
必
要
で
す
。
詳
し
く

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。　

広報 あきたかた 12月号 1617 広報 あきたかた 12月号



12
月
3
日
か
ら
9
日
は
「
障
害
者
週
間
」
で
す

保
育
料

　
第
２
子
半
額
・

　
第
３
子
以
降
無
料

社
会
福
祉
課

　

☎
42

−

５
６
１
５　
　

42

−

２
１
３
０

子
育
て
支
援
課

　

☎
47

−
１
２
８
３　
　

42

−

２
１
３
０

教
育
総
務
課

　

☎
42

−

０
０
４
９　
　

42

−

４
３
９
６

切り取り線切り取り線

切
り
取
り
線

切
り
取
り
線

アンケート記入用紙
裏面アンケートの答えをご記入ください。

A1

A2

A3

お名前

性別　　男　・　女　　　　　　　　年齢　　　　　　歳

住所

〒

☎（　　　　　　　）　　　　　ー

ふりがな

お預かりした個人情報の取り扱いにつきましては厳重に管理し、取得目的以外には使用しません。

※取材のため、こちらからの連絡をご希望されない場合は
　右にチェックを入れてください。

ご連絡不可

平成28年度「中防連」表彰を受賞
安芸高田市防犯連合会理事　住吉 二郎さん（８１歳）

　住吉さんは、多年にわたり地域に密着した防犯活動に尽力
し、本市の安全・安心に多大な貢献をされました。その功績
が認められ、中国防犯連合会連絡協議会より防犯功労者とし
て表彰されました。

平成28年度交通安全功労者広島県知事表彰を受賞
安芸高田市交通安全運動推進隊
高宮分隊長　出張 英雄さん（79 歳）

　出張さんは、交通安全の確保及び交通安全思想の普及に
貢献し顕著な功績があったと認められ、広島県知事より交通
安全功労者として表彰されました。

平成28年度交通安全功労者交通対策本部長表彰を受賞

安芸高田市交通安全運動推進隊
美土里分隊長　川元 竣匝さん（74 歳）

　川元さんは、交通安全の確保及び交通安全思想の普及に
貢献し顕著な功績があったと認められ、内閣府特命担当大臣
より交通安全功労者として表彰されました。

平成28年度地方教育行政功労者表彰を受賞
安芸高田市教育長職務代理者　上田 隆之さん（７４歳）

　上田さんは、平成 16 年 4 月に教育委員に就任されて以来、高い識
見と指導力により、本市の教育行政の発展に尽力され、「安芸高田協育」
の推進に貢献されました。その功績が認められ、文部科学大臣より表
彰されました。

に　い  おか　ゆ　み

二井岡 友美〈吉田町〉
広島大学馬術部

全日本学生馬術大会 2016
10 月 26 日（水）～11 月 2 日（水）
東京都／JRA 馬事公苑全国大

会出場

おめで
とうご

ざいま
す

全国大
会出場

おめで
とうご

ざいま
す

おめでと
う

ございま
す！！おめでと
う

ございま
す！！

おめでと
う

ございま
す！！おめでと
う

ございま
す！！

おめでと
う

ございま
す！！おめでと
う

ございま
す！！

おめでと
う

ございま
す！！おめでと
う

ございま
す！！

人人 市民のコーナー輝く輝く 「
障
害
者
週
間
」
は
、
国
民
の
間
に
広

く
障
害
者
の
福
祉
に
つ
い
て
の
関
心
と
理

解
を
深
め
る
と
と
も
に
、
障
害
者
が
社
会
、

経
済
、
文
化
そ
の
他
あ
ら
ゆ
る
分
野
の
活

動
に
積
極
的
に
参
加
す
る
意
欲
を
高
め
る

こ
と
を
目
的
に
設
定
さ
れ
ま
し
た
。

安
芸
高
田
市
で
は
、
11
月
30
日
（
水
）

か
ら
12
月
12
日
（
月
）
ま
で
、
ク
リ
ス
タ

ル
ア
ー
ジ
ョ
1F
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
お
い

て
、
市
内
障
害
者
施
設
を
紹
介
す
る
パ
ネ

ル
展
示
を
実
施
し
ま
す
。

ま
た
、
期
間
中
の
12
月
9
日
（
金
）
は
、

「
あ
じ
さ
い
横
丁
」
を
開
店
し
ま
す
（
11
時

～
13
時　

※
通
常
は
毎
月
第
3
金
曜
日
に

開
催
）。
市
内
障
害
者
施
設
の
お
菓
子
や
布

製
品
等
の
手
作
り
製
品
を
多
数
揃
え
て
販

売
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、
ご
来
館
い

た
だ
き
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

こ
の
取
組
み
は
、
障
害
の
あ
る
方
の
就

労
支
援
と
工
賃
向
上
、
市
民
の
皆
さ
ま
の

障
害
者
理
解
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

安
芸
高
田
市
で
は
子
育
て
環
境
の
充
実

を
図
り
出
生
の
向
上
及
び
子
育
て
世
代
の

定
住
促
進
を
目
的
に
保
育
料
の
第
２
子
半

額
・
第
３
子
以
降
無
料
化
を
行
っ
て
お
り

ま
す
。
適
用
を
受
け
る
に
は
申
請
が
必
要

で
す
の
で
、
以
下
の
要
件
を
満
た
す
方
で

申
請
が
お
済
み
で
な
い
方
は
平
成
28
年
度

中
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

●
第
２
子
半
額
の
要
件

　

① 

18
歳
以
下
の
兄
弟
姉
妹
で
、
第
２
子
が

保
育
所
も
し
く
は
幼
稚
園
を
利
用
し
て

い
る
。

　

②
市
税
等
に
滞
納
が
な
い
。

●
第
３
子
以
降
無
料
の
要
件

　

① 

18
歳
以
下
の
兄
弟
姉
妹
で
、
第
３
子
以

降
が
保
育
所
も
し
く
は
幼
稚
園
を
利
用

し
て
い
る
。

　

② 

市
税
等
に
滞
納
が
な
い
。

詳
し
く
は
、
子
育
て
支
援
課
（
保
育
所
）、

教
育
総
務
課
（
幼
稚
園
）
に
お
問
い
合
せ
下

さ
い
。
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■施設名・小学校区

【減額・免除】
・兄弟姉妹での利用の場合は、2人目以降の利用は半額です。
・生活保護・就学援助受給世帯は無料です。（別途申請が必要）

■利用料金

平日利用
　業休期長（ 

　期間含む）

長期休業
期間利用

　み休春・冬・夏（ 
　　　すべて利用）

長期休業期間利用

月3,000円 年7,000円
夏休みのみ 年6,000円
冬休みのみ 年1,500円
春休みのみ 年1,500円

施　設　名 小学校区
イ ル カ ク ラ ブ 吉田小学校
第2イルカクラブ

（原則1年生対象） 吉田小学校

にこにこクラブ（★） 可愛小学校
郷野児童クラブ 郷野小学校
刈田児童クラブ 刈田小学校
根野児童クラブ（★） 根野小学校
めだか児童クラブ

（ 低 学 年 対 象 ）（★） 美土里小学校

第2めだか児童クラブ
（ 高 学 年 対 象 ）（★） 美土里小学校 ★印の施設は、例年申し込みが多いので、

　早めに申請してください。

施　設　名 小学校区
ふなさ児童クラブ 船佐小学校
くるはら児童クラブ 来原小学校
小田東児童クラブ 小田東小学校
ひまわり児童クラブ 甲立小学校
小田児童クラブ（★） 小田小学校
向原児童クラブ

（ 低 学 年 対 象 ）（★） 向原小学校

第２向原児童クラブ
（ 高 学 年 対 象 ）（★） 向原小学校

■
入
所
（
園
）
の
基
準

　
保
育
所
（
園
）
に
入
所
で
き
る
子
ど
も

は
、保
護
者
が
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
、

ま
た
同
居
の
家
族
が
保
育
で
き
な
い
と
認

め
ら
れ
る
場
合
で
す
。

⑴
昼
間
に
家
庭
外
で
働
い
て
い
る
。

⑵
昼
間
に
家
庭
内
で
子
ど
も
と
離
れ
て
家

事
以
外
の
仕
事
を
行
っ
て
い
る
。

⑶
妊
娠
中
か
、 

出
産
後
間
も
な
い
（
こ
の

場
合
の
入
所
期
間
は
出
産
前
３
か
月
、 

出
産
後
３
か
月
で
す
）。

⑷
病
気
や
ケ
ガ
の
治
療
中
か
、
心
身
に
障

害
が
あ
る
。

⑸
長
期
に
わ
た
り
病
気
や
障
害
が
あ
る
家

族
を
介
護
し
て
い
る
。 

⑹
災
害
の
復
旧
に
あ
た
っ
て
い
る
。 

■
入
所 （
園
） 

手
続
き

　●
申
込
書
の
配
布

・
配
布
期
間
　
12
月
９
日
（
金
）〜

・
配
布
場
所
　
子
育
て
支
援
課
・
各
支

所
窓
口
係
、
各
保
育
所
（
園
）

　
●
受
付
期
間
　

　
　
平
成
28
年
12
月
16
日
（
金
）〜

　
　
　
　
　
　
平
成
29
年
１
月
17
日（
火
）

　
●
提
出
書
類

・
入
所
申
込
書

・
入
所
基
準
に
該
当
す
る
事
項
の
証
明

書
（
父
・
母
） 

・
平
成
28
年
１
月
１
日
以
降
に
安
芸
高

田
市
外
か
ら
転
入
さ
れ
た
場
合
は
、

前
住
所
地
の
平
成
28
年
度
市
町
村
民

税
課
税
台
帳
記
載
事
項
証
明
書

・
食
事
調
査
票

　
●
入
所
（
園
）
の
決
定

　
　
３
月
上
旬
に
保
護
者
へ
通
知

■
広
域
入
所
を
希
望
す
る
場
合

　
安
芸
高
田
市
以
外
の
保
育
所
に
入
所
が

で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
市
町
村
間
で
契
約

な
ど
が
必
要
で
す
の
で
事
前
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

■
育
休
・
産
休
明
け
で
職
場
復
帰
す
る
場
合

　
保
護
者
が
育
児
休
業
・
産
後
休
暇
取
得

後
、
職
場
に
復
帰
を
予
定
さ
れ
て
い
る
方

は
、
入
所
希
望
月
の
２
か
月
前
に
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。 

■
求
職
活
動
中
で
入
所
を
希
望
す
る
場
合

　
翌
年
の
４
月
以
降
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。 

■
年
度
途
中
に
入
所
の
場
合

　
年
度
途
中
の
入
所
は
、 

入
所
希
望
す
る

月
の
前
月
の
15
日（
15
日
が
休
日
の
場
合
、 

直
前
の
開
庁
日
）
ま
で
に
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。

■
既
に
保
育
所
に
入
所
中
の
場
合

　
毎
年
、
継
続
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。 

書
類
は
保
育
所
（
園
）
を
通
じ
て
お
渡
し

し
ま
す
（
12
月
中
旬
予
定
）。

■
申
請
場
所
・
お
問
い
合
わ
せ
先

・
子
育
て
支
援
課

　
　
　
　
　
☎
47 

－

１
２
８
３

・
各
支
所
窓
口
係

八
千
代
支
所
☎
52 

－

２
１
１
１

美
土
里
支
所
☎
54

－
０
３
１
１

高
宮
支
所
　
☎
57 

－
０
３
１
１

甲
田
支
所
　
☎
45

－
４
１
１
１

向
原
支
所
　
☎
46 

－

３
１
１
１

※

申
請
状
況
に
よ
っ
て
は
希
望
保
育
所

（
園
）以
外
に
入
所
し
て
い
た
だ
い
た
り
、 

入
所
待
ち
と
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

放
課
後
や
長
期
休
業
期
間
（
夏
休
み
、

冬
休
み
、
春
休
み
）
に
、
小
学
生
の
お
子

さ
ん
を
各
施
設
で
お
預
か
り
す
る
放
課
後

児
童
ク
ラ
ブ
の
申
し
込
み
を
受
け
付
け
ま

す
。2

月
下
旬
ご
ろ
、
承
諾
ま
た
は
不
承
諾

通
知
書
を
送
付
し
ま
す
。

■
利
用
対
象

・
小
学
校
に
就
学
し
て
い
る
児
童
で
、
保

護
者
が
就
労
な
ど
に
よ
り
家
庭
に
誰
も

い
な
い
環
境
に
あ
る
児
童

・
市
長
が
健
全
育
成
の
た
め
に
特
に
認
め

る
児
童

■
申
請
書
類

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
入
会
申
請
書
、
在

職
証
明
書
（
そ
の
他
証
明
書
）

■
申
請
書
の
配
布

　
平
成
28
年
12
月
9
日
（
金
）〜

■
受
付
期
間

　
平
成
28
年
12
月
16
日
（
金
）〜

　
　
　
　
　
平
成
29
年
1
月
17
日
（
火
）

■
申
請
場
所
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
子
育
て
支
援
課
　
☎
47
ー
１
２
８
３

　
各
支
所
窓
口
係

保育所名 経営主体 定員 開所時間 主な事業
吉田保育所

吉田町吉田1998
℡42－0662

社会福祉
法 人
報 正 会

160 平　日７:30～19:00
土曜日７:30～19:00

・地域子育て支援センター（育児
相談、 園庭開放など） 

みつや保育所
吉田町吉田1786

℡42－1328

社会福祉
法 人
報 正 会

60 平　日７:30～19:00
土曜日７:30～19:00

・入所対象年齢：３歳未満児
・乳児保育（生後２か月から受入） 
・体験保育

可愛保育園
吉田町山手647
℡43－1776

社会福祉
法 人
愛 心 会

120 平　日７:15～19:00
土曜日７:15～19:00

・乳児保育（生後２か月から受入）
・一時保育（緊急時の保育や私的

理由による保育に対応）

入江保育園
吉田町上入江1986－2

℡43－1011

社会福祉
法 人
報 正 会

40 平　日７:30～19:00
土曜日７:30～19:00

・乳児保育（生後２か月から受入） 
・一時保育
・体験入園

八千代南保育園
八千代町上根1372

℡52－3048

社会福祉法人
八千代愛児会 50 平　日７:30～19:00

土曜日７:30～18:30
・乳児保育（生後３か月から受入） 
・一時保育

刈田保育園
八千代町勝田1670

℡52－2099

社会福祉法人
八千代愛児会 30 平　日７:30～19:00

土曜日７:30～18:30
・乳児保育（生後３か月から受入） 
・一時保育

みどりの森保育所
美土里町本郷1714－2

℡54－0880

安 芸
高 田 市 80 平　日７:30～18:30

土曜日７:30～13:00
・乳児保育（生後６か月から受入） 
・園庭開放

ふなさ保育園
高宮町佐々部531

℡57－0007

安 芸
高 田 市 60 平　日７:30～18:30

土曜日７:30～13:00
・乳児保育（生後６か月から受入） 
・園庭開放

くるはら保育園
高宮町原田3380－4

℡57－1633

安 芸
高 田 市 60 平　日７:30～18:30

土曜日７:30～13:00
・乳児保育（生後６か月から受入） 
・園庭開放

かわね保育園
高宮町川根2749－1

℡58－0259

安 芸
高 田 市 30 平　日７:30～18:30

土曜日７:30～13:00
・乳児保育（生後６か月から受入） 
・園庭開放

小田東保育所
甲田町高田原1663

℡45－2118

安 芸
高 田 市 80 平　日７:30～18:30

土曜日７:30～13:00
・乳児保育（生後６か月から受入） 
・園庭開放

甲立保育所
甲田町上甲立337

℡45－2199

安 芸
高 田 市 60 平　日７:30～18:30

土曜日７:30～13:00
・乳児保育（生後６か月から受入） 
・園庭開放

小原保育所
甲田町下小原3472－6

℡45－2653

安 芸
高 田 市 45 平　日７:30～18:30

土曜日７:30～13:00
・乳児保育（生後６か月から受入） 
・園庭開放

向原こばと園
向原町坂350
℡46－7022

社会福祉
法 人
三 篠 会

90 平　日７:00～19:30
土曜日７:00～19:30

・乳児保育（生後２か月から受入） 
・園バス送迎 

平
成
29
年
度
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の

申
し
込
み
を
受
け
付
け
ま
す

保
育
所
（
園
）

児
童
ク
ラ
ブ

平成29年度平成29年度
申込開始申込開始
保育所（園）
児童クラブ
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予防接種 対象者 接種回数

麻しん・風しん
（ＭＲ）

1
期

生後12か月
～24か月未満 １回

2
期

平成22年4月2日
～平成23年4月1日生まれ

１回

接種期間
平成29年3月31日まで

ジフテリア・破傷
風（二種混合）

2
期

満11歳
～13歳未満 １回

日本脳炎

1
期 3歳～7歳半未満 初回2回

・追加1回

2
期 9歳～13歳未満 １回

※�日本脳炎の接種が終わっていない平成７年４月２日～平成１９年
４月１日生まれの方は、特例措置として、２０歳までの間は接種
可能です。

●定期予防接種のうち、受け忘れに注意が必要な予防接種は
次のとおりです。

定期予防接種は月齢・年齢に応じて、接種時期が決
まっており、その期間であれば無料で接種することが
できます。しかし、その時期を過ぎると全額自己負担（任
意接種）となります。

母子健康手帳などで確認をして、受け忘れのないよ
うにしましょう。

プレイルームは、子育て中の親子が集い、交流し合
える場所です。

３歳までの子ども向けのオモチャを置いていますの
で、お子様と一緒にお気軽にご利用下さい。

家庭児童相談員、母子・父子自立支援員、保健師、
子育て支援員が子育てに関する悩みなどの相談に応じ
ています。

こども発達支援員が、就学までの乳幼児の心身の成
長・発達に関する悩みなどの相談に応じています。

子育て家庭の交流の場として、親子交流会と親子体
操を開催しています。お気軽にご参加ください。

●場所 クリスタルアージョ１階（吉田町吉田）
 エレベーター正面奥側
●利用時間 月曜日～金曜日　8：30 ～ 17：15

●受付時間  月曜日～金曜日 8：30 ～ 17：15
 〈電話での相談も受け付けています〉

●受付時間  月曜日～金曜日 8：30 ～ 17：15
  （相談の申し込みは、電話で受け付けをしています）

※ 小さな子どもと保護者のための場所です。
　小学生以上の利用はご遠慮ください。

予防接種の受け忘れはありませんか？

子育て相談

子育て交流会

子育て支援センター☎47-1283（子育て支援課）

こども発達支援センター☎47-5151
(保健センター2階、吉田町常友 )

子育て支援センター
☎47-1283（子育て支援課）

　子どもたちは友達と遊んだり、親子で遊んだりと楽しい時間が過ごせます。そのかたわらで、保護者の方は
育児の悩みなど情報交換もできます。

子育て中のみなさんを応援するコーナー。
子育てに関係する情報をいろいろ掲載します。

日時 開催時間 対象 会場

12月2日(金) 10：00～11：30 妊婦・産婦 保健センター

日時 受付時間 対象 会場

12月16日(金)
10：00～10：30 ２歳６か月児

平成26年6月生まれ
保健センター

13：00～13：30 ４か月児
平成28年8月生まれ

日時 開催時間 対象 会場

12月2日(金) 10：00～11：30 乳幼児 保健センター

※母乳測定、乳房トラブル、卒乳など、お気軽にご相談ください。
※�希望される方は、事前に保健医療課までご連絡ください。
　（電話・お太助フォン42-5633/FAX�42-2130）

※�内容は、身体計測、食生活・歯・ことばなど育児全般における個別
相談です。
※�対象の方には個人通知します。
※�体調不良やその他の理由で欠席される場合は、事前に保健医療課
（電話・お太助フォン42-5633/FAX�42-2130）までご連絡ください。

※�お子さんの身体測定をしてみましょう。保健師・栄養士が相談
に応じます。

★助産師が個別にご相談に応じます

育児相談

４か月児相談・２歳６か月児相談

母乳相談会

プレイルーム 子育て支援センター
☎47-1283（子育て支援課）

保健医療課　☎42-5633

保健医療課　☎42-5633

日　時 保育所（園）名 内　容
12月1日（木）
10：30～11：45 ひの川幼稚園 園庭開放

（なかよし広場）
12月6日（火）
9：30～11：00 かわね保育園 園庭開放

12月6日（火）
10：00～11：30 吉田保育所 園庭開放

12月7日（水）
9：30～11：00 ふなさ保育園 園庭開放

12月8日（木）
9：45～11：00 甲立保育所 園庭開放

12月9日（金）
10：00～11：30 吉田幼稚園 園庭開放

（クリスマス会）

12月13日（火）
9：30～11：00 くるはら保育園 園庭開放

日　時 保育所（園）名 内　容
12月13日（火）
10：00～11：30 吉田保育所 園庭開放

12月15日（木）
9：30～11：00 みどりの森保育所 園庭開放

12月15日（木）
9：45～11：00 小田東保育所 園庭開放

12月15日（木）
10：00～11：30 向原こばと園 園庭開放

12月15日（木）
10：00～11：30 みつや保育所 体験入園

12月21日（水）
9：45～11：00 入江保育園 園庭開放

12月22日（木）
10：00～11：30 吉田保育所 園庭開放

12月22日（木）
10：00～11：30 小原保育所 園庭開放

日時 場所 申込期間 対象 持参物

12月13日(火)
10：00～12：00 クリスタルアージョ１０１ 12月2日(金)～12月8日(木) ★生後5か月児～

8か月児とその家族 保護者エプロン

健診 対象 日時 受付時間 会場
3歳児
健康診査

平成25年
6月生まれ 12月1日(木)

13:00～13:15 保健センター1歳6か月児
健康診査

平成27年
5月生まれ 12月8日(木)

乳児
健康診査

平成28年
2月生まれ 12月15日(木)

と
き

12月8日（木） 12月16日（金）
受付　10：00～10：15　
活動　10：15～10：45

受付　10：00～10：15　
活動　10：15～11：00

と
こ
ろ
　

クリスタルアージョ1階
プレイルーム
（吉田町吉田）

吉田運動公園
エアロビクス室
（吉田町相合）

内
容

親子交流会
＊対象年齢2～4歳児

親子体操
＊対象年齢0～1歳児

※�健診内容は、診察、身体計測、食生活・歯・ことばなど育児全般に
おける個別相談です。
※対象の方には個人通知します。
※�体調不良やその他の理由で欠席される場合は、事前に保健医療課（電
話・お太助フォン42-5633/FAX�42-2130）までご連絡ください。

※きょうだいでの参加の方は、託児もあります。
※参加希望の方は、保健医療課へお申し込みください。
　●電話・お太助フォン　42-5633　●FAX　42-2130　●受付時間　8：30～17：15　土日祝除く
　●Email　sukusuku@city.akitakata.lg.jp
※�メールで送られる場合は、件名に「すくすく離乳食教室申し込み」と入力して、本文にお子さんの名前、月齢、アレルギーの有無、きょ
うだい参加有無（有の方は、名前、年齢）を入力してください。

下記の保育園は、随時園庭開放を行っております。行事の都合がありますので、各保育園にお問い合わせください。
刈田保育園 ☎ 52-2099・八千代南保育園 ☎ 52-3048・可愛保育園 ☎ 43-1776 

赤ちゃんと保護者に絵本の楽しさをお届けします

★お口の発達にあった離乳食をすすめよう！★

平成２８年４月以降に誕生した赤ちゃんとその保護
者に、ブックスタートパック（絵本１冊・赤ちゃんお
すすめ本リストなど）をプレゼントします。

詳しくは、保健
医療課から郵送す
る４か月児相談の
ご案内をご覧くだ
さい。

離乳食を楽しく学んでクッキング♪ 1 食分を実際に試食してみましょう！！

ブックスター
トの様子

健康診査ブックスタート 保健医療課
☎42-5633

保健医療課
☎42-5633

保健医療課
☎42-5633

保健医療課
☎42-5633

教育委員会生涯学習課
☎42-0054

すくすく離乳食教室（乳幼児健康教室）

●持ち物　　水分補給の飲み物、汗拭きタオル、着替え等
● 託児はありませんが、対象年齢ではないごきょうだいを　　

一緒に連れてこられても大丈夫です。
●事前の予約は必要なく、参加費は無料です。

●持参するもの　　お茶・タオル・着替え

たかみや
大地の祭

にて

湧永庭園ウォークにて

※要申込
12月2日（金）締切

広報 あきたかた 12月号 2223 広報 あきたかた 12月号



年の瀬が近づくと、泥棒も年を　越すため

に活発に活動します。

何かとせわしい時期で、買い物等で外

出をすることが多くなると思いますが、泥棒は留守

かどうかをよく観察し、スキをうかがっています。

わずかな時間、また早朝や夕暮れを狙った泥棒も

います。

留守にする際は、玄関だけでなく、窓にも必ず鍵

をかけましょう。

また、数日間家を空ける際には、新聞や牛乳配達

を止め留守であることがわかりにくくし、ご近所に

一声かけておくことも大切です。

戸締りは確実に、窓の施錠も習慣づけましょう！

管内交通事故の特徴

追突事故 6 件、正面衝突 3 件等

運転中は、車間距離を十分にとり、前方左右に対す

る注視を怠らず時間と心にゆとりを持って交通事故

防止に努めましょう。

今年 4 件目の交通死亡事故が発生

発生日時：10 月 11 日（火）10：40

発生場所：高宮町原田の県道

状　　況： 左カーブで普通乗用車が中央線をはみ出

し対向の大型貨物と正面衝突し普通乗用

車運転の女性が死亡

前方を注視し道路形状に応じたハンドル・ブレーキ

操作をしましょう。

年末交通事故防止県民総ぐるみ運動

●期間

　・12 月 1 日（木）～ 12 月 10 日（土）

●運動重点

　・ 高齢者の交通事故防止（高齢者の交通安全意識

の高揚）

　・ 飲酒運転の根絶（飲酒運転を絶対にさせない・

させないの規範意識の確立）

　・ 自転車の安全利用（自転車安全利用五則の周知）

留
守
に
す
る
際
は
必
ず
施
錠
を
！

空 き
家

関連情
報コー

ナー

固定資産税に係る住宅用地特例！

「空き家を売りたい・貸したい」など、管理や活用など、
気軽にご相談ください。

安
芸
高
田
市
内
の
小
学
生
を
対
象

に
募
集
し
た
防
火
ポ
ス
タ
ー
の
表
彰

式
が
10
月
29
日
に
市
民
文
化
セ
ン

タ
ー
ク
リ
ス
タ
ル
ア
ー
ジ
ョ
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

応
募
総
数
５
７
４
点
か
ら
特
別
賞

の
市
長
賞
、
議
長
賞
、
教
育
長
賞
は

各
1
点
、
優
秀
賞
は
13
点
、
計
16
点

が
選
ば
れ
ま
し
た
。

■
特
別
賞

・
市
長
賞

向
原
小
学
校
４
年
生貞

近 

晴
飛
く
ん

・
議
長
賞

吉
田
小
学
校
１
年
生小

早
川 

結
愛
さ
ん

・
教
育
長
賞

甲
立
小
学
校
６
年
生角

濱 

奈
穂 

さ
ん

■
優
秀
賞

梶
下 

千
奈
さ
ん 

（
吉
田
小
学
校
５
年
生
）

児
玉 

結
衣
さ
ん 

（
可
愛
小
学
校
５
年
生
）　

石
田 

芽
衣
さ
ん 

（
郷
野
小
学
校
４
年
生
）　

土
井 

葵
さ
ん 

（
刈
田
小
学
校
２
年
生
）

石
橋 

叶
夢
く
ん 

（
根
野
小
学
校
５
年
生
）

田
中 

麻
稀
さ
ん 

（
美
土
里
小
学
校
５
年
生
）

熊
高 

千
秋
く
ん 

（
川
根
小
学
校
２
年
生
）

市
㞍 

翔
星
く
ん 

（
来
原
小
学
校
１
年
生
）

吉
貞 

信
太
朗
く
ん （
船
佐
小
学
校
５
年
生
）

吉
川 

裕
人
く
ん 

（
甲
立
小
学
校
３
年
生
）

三
吉 

莉
心
さ
ん 

（
小
田
小
学
校
２
年
生
）

実
方 

美
樹
さ
ん 

（
小
田
東
小
学
校
６
年
生
）

中
川 

雛
姫
さ
ん 

（
向
原
小
学
校
４
年
生
）

入
賞
作
品
は
市
内
各
所
を
巡
回
展

示
し
ま
す
。
ま
た
、
安
芸
高
田
市
消

防
本
部
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご

覧
い
た
だ
け
ま
す
。

展
示
場
所
・
期
間

・
メ
リ
ィ
ハ
ウ
ス
八
千
代

1
月
27
日
（
金
）
〜
2
月
1
日
（
水
）

・
高
宮
田
園
パ
ラ
ッ
ツ
ォ

2
月
1
日
（
水
）
〜
2
月
7
日
（
火
）

・
た
か
み
や
湯
の
森

2
月
7
日
（
火
）
〜
2
月
24
日
（
金
）

・
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
パ
ル
パ

2
月
24
日
（
金
）
〜
3
月
7
日
（
火
）

・
ク
リ
ス
タ
ル
ア
ー
ジ
ョ

3
月
7
日
（
火
）
〜
3
月
14
日
（
火
）

応
急
手
当
を
実
施
さ
れ
た
後
、
ご

自
身
で
医
療
機
関
に
お
い
て
感
染

検
査
を
受
け
ら
れ
た
応
急
手
当
協

力
者
に
対
し
、
感
染
検
査
費
用
の
一

部
を
支
給
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
応
急
手
当
の
普
及
啓
発
を

推
進
す
る
上
で
、
安
心
し
て
応
急
手

当
が
で
き
る
環
境
を
整
え
る
た
め

の
制
度
で
す
。

安
芸
高
田
市
消
防
本
部
の
救
急
業

務
に
協
力
し
、
そ
の
応
急
手
当
に
伴

い
こ
の
制
度
を
ご
希
望
の
方
は
、
応

急
手
当
を
行
な
っ
た
日
か
ら
「
７
日

以
内
」
に
感
染
検
査
を
受
診
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
検
査
後
は

早
期
に
消
防
署
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

安
芸
高
田
消
防
署
警
防
課
救
急
係

第
９
回
安
芸
高
田
市

防
火
ポ
ス
タ
ー
入
賞
作
品
発
表

心
肺
蘇
生
法
や
止
血
な
ど
の

応
急
手
当
て
に
協
力
し
て
い

た
だ
い
た
方
へ

http://www.akitakata.jp/ja/shisei/section/119/

安芸高田市消防本部・安芸高田消防署
TEL 42-0931 FAX 47-1191

審査の様子

空き家の全国的な増加が懸念される中、空き
家の除却・適正管理を促進し空き家対策を進める
観点から、管理不全な状態の空き家の存在する
敷地に係る固定資産税等について必要な措置を
講じることができます。
【必要な措置の概要】

市長が特定空き家等※１の所有者等に対して周
辺の生活環境の保全を図るために必要な措置を
とることを勧告した場合は、特定空き家等に係る
敷地について固定資産税の住宅用地特例※２の対
象から除外されます。
※ 1 特定空き家等
① そのまま放置すれば倒壊等著しく保安上危険と

なるおそれのある状態
② 著しく衛生上有害となるおそれのある状態
③ 適切な管理が行われないことにより著しく景観

を損なっている状態
④ その他周辺の生活環境の保全を図るために放

置することが不適切な状態
※２ 住宅用地特例

土地が建物の敷地になっている場合、住戸１戸
につき敷地２００㎡までの固定資産税を１/6 に、
２００㎡を超える部分の固定資産税が１/ ３に軽
減される措置です。

H28年度空き家バンク登録・成立状況（累計）

２００㎡
以下の部分

２００㎡を
超える部分

固定資産税の課税標
準額 １/６に減額 １/３に減額

区分 9月末 10月末 Ｈ27年度まで

HP登録件数 42件 48件

新規登録件数 14件 8件

成立件数 12件 14件 75件

空き家利用希望数 171人 173人

広報 あきたかた 12月号 2425 広報 あきたかた 12月号



天神山城天神山城
琴崎城琴崎城

5454

00 50m50m

220220

210210

230230

240240
250250

土橋土橋

堀切堀切

写真写真

古墳？古墳？

AA

堅堀1堅堀1

堅堀2堅堀2

BB

石積石積

長尾神社長尾神社

天神山城天神山城

砂田川砂田川

長尾神社長尾神社

※城名は後世の人が便宜的に名付けたものが多いため、同名の城が各地にあります。
今回は第３２回でご紹介した天神山城とは別の城跡です。

【
登
城
ガ
イ
ド
】

・
標
高
・・・・・・・・・・・・・・・・・

２
６
３
ｍ

・
比
高
・・・・・・・・・・・・・・・・・

60
ｍ

・
史
跡
指
定
・・・・

未
指
定

・
築
城
者
・・・・・・・・・・・

井
上
氏
？

・
所
要
時
間
・・・・長
尾
神
社
か
ら
５
分

通路から土橋に残る堅堀
（北側から撮影）

天神山城遠望（南側から撮影） 天神山城略測図（作図：秋本�哲治）

周辺位置地図

堅堀1

天神山城
て ん じ ん や ま

シリーズ「お城拝見！」第71回 《吉田町竹原》

安芸高田歴 紀行史
安芸高田市歴史民俗博物館

学芸員　秋本 哲治

立
地吉

田
町
小
山
へ
伸
び
る
長
い
谷
の

入
口
に
あ
た
り
、
山
麓
を
砂
田
川
が

巡
る
半
島
状
に
突
き
出
し
た
尾
根
上

に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
谷
を
挟
ん
で

５
０
０
ｍ
西
側
に
は
琴
崎
城(

第
38

回)

が
あ
り
ま
す
。
な
お
、
す
ぐ
東

の
長
尾
神
社
ま
で
は
広
い
道
が
あ
り

ま
す
。

歴
史江

戸
時
代
中
期
の
『
高
田
郡
村
々

覚
書
』
に
は
、｢

天
神
古
城｣

と
し
て
、

城
主
が
井
上
河
内
守
と
あ
り
ま
す
。

井
上
河
内
守
と
は
毛
利
家
臣
井
上
一

族
の
光
兼
・
元
兼
父
子
が
そ
れ
に
あ

た
る
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
戦
国
時
代

の
史
料
で
は
こ
の
城
と
の
関
係
は
不

明
で
す
。
井
上
元
兼
は
毛
利
家
臣
の

中
で
も
吉
田
周
辺
に
強
大
な
経
済
力

を
持
っ
て
い
ま
し
た
が
、
１
５
５
０

年
に
元
就
に
討
滅
さ
れ
ま
し
た
。

城
跡全

長
約
30
ｍ
の
郭
🅰
と
そ
れ
を
囲

む
帯
状
の
郭
🅱
を
中
心
に
北
西
方
面

に
小
規
模
な
郭
が
何
段
に
も
築
か
れ

て
い
ま
す
。
尾
根
続
き
の
東
側
に
は

土
橋
と
堀
切
の
跡
が
あ
り
、
南
側
に

は
竪
堀
1

2
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
竪

堀
1
の
起
点
に
は
小
粒
な
が
ら
石
積

を
確
認
で
き
ま
す
。
全
体
的
に
は
北

西
側
を
向
い
て
お
り
、
遺
構
も
よ
く

残
っ
て
い
ま
す
。
な
お
郭
🅰
に
は
古

墳
状
の
高
ま
り
が
残
っ
て
い
ま
す
。

考
察小

さ
な
尾
根
で
す
が
、
見
た
目
以

上
に
斜
面
が
急
峻
で
す
。
中
心
部
が

か
な
り
広
く
、
居
住
も
可
能
と
思
わ

れ
ま
す
が
、
北
西
方
向
の
小
郭
群
は

造
り
が
粗
く
、
ど
こ
ま
で
が
城
の
遺

構
か
不
明
瞭
で
す
。
谷
を
隔
て
て
並

ぶ
琴
崎
城
と
は
標
高
が
近
く
、
何
ら

か
の
関
係
が
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
り

ま
す
。

　
放
送
大
学
で
は
平
成
29
年
度
第
1
学

期
（
4
月
入
学
）
の
学
生
を
募
集
し
ま

す
。

　
放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
し
て
学
ぶ
通
信
制

の
大
学
で
す
。
心
理
・
教
育
・
福
祉
・

経
済
・
歴
史
・
文
学
・
情
報
・
自
然
科

学
な
ど
、
幅
広
い
分
野
を
学
べ
ま
す
。

　
働
き
な
が
ら
学
ん
で
大
学
卒
業
を
し

た
い
、
学
び
を
楽
し
み
た
い
な
ど
、
様
々

な
目
的
で
幅
広
い
世
代
、
職
業
の
方
が

学
ん
で
い
ま
す
。

○
15
歳
以
上
の
方
な
ら
、
1
科
目
目
か

ら
学
習
す
る
選
科
履
修
生
・
科
目
履

修
生
と
し
て
入
学
で
き
ま
す
。

○
18
歳
以
上
の
大
学
入
学
資
格
を
お
持

ち
の
方
な
ら
、
入
学
試
験
は
な
く
、

全
科
履
修
生
と
し
て
入
学
で
き
、
4

年
以
上
在
学
し
て
、
1
2
4
単
位
を

修
得
し
卒
業
す
る
と
、
学
士
（
教
養
）

の
学
位
を
取
得
で
き
ま
す
。

○
一
つ
の
分
野
を
体
系
的
に
学
び
た
い

方
に
は
「
放
送
大
学
エ
キ
ス
パ
ー
ト
」

　
12
月
よ
り
第
15
期
入
館
作
家
の
新
た

な
作
品
が
展
示
さ
れ
ま
す
。
こ
の
展
示

替
え
お
披
露
目
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
冬
ま

つ
り
を
開
催
し
ま
す
。
こ
の
日
は
作
家

に
よ
る
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
を
は
じ

め
、
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
を
開
催
す
る
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
の

一
日
で
す
。
特
別
に
入
館
無
料
と
な
っ

て
い
ま
す
の
で
、
皆
さ
ま
お
誘
い
あ
わ

せ
て
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
12
月
４
日
（
日
）
10
時
〜
17
時

（
た
だ
し
、
入
館
は
16
時
30
分
ま
で
）

　
八
千
代
の
丘
美
術
館

●
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
同
時
開
催

参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
八
千
代
の
丘
美

術
館
へ
事
前
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

「
ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
を

　
手
づ
く
り
し
よ
う
」

　
12
月
４
日
（
日
）
10
時
〜
12
時

　
　
Ｍ
棟
入
館
作
家

　
　
大
久
保
麻
里
子
先
生

　
３
０
０
円

　
20
名
　
　
　
　
　
軍
手

「
や
っ
て
み
る
と
簡
単
！

　
刺
し
子
コ
ー
ス
タ
ー
」

　
12
月
４
日
（
日
）
13
時
〜
15
時

　
　
筒
描
キ
ル
ト
作
家

　
　
岡
原
恵
子
先
生

　
５
０
０
円

　
　
　
糸
き
り
ば
さ
み 

も
の
さ
し

　
15
名

 

　
平
成
28
年
生
活
の
し
づ
ら
さ
な
ど
に

関
す
る
調
査
（
全
国
在
宅
障
害
児
・
者

等
実
態
調
査
）
を
実
施
し
ま
す
。

　
こ
の
調
査
は
、
厚
生
労
働
省
が
、
障

害
者
施
策
の
推
進
に
向
け
た
検
討
の
基

礎
資
料
と
す
る
た
め
、
概
ね
5
年
毎
に

在
宅
の
障
害
児
・
者
等
（
難
病
等
患
者

や
こ
れ
ま
で
の
法
制
度
で
は
支
援
の
対

象
と
な
ら
な
い
方
を
含
む
。）
の
生
活
実

態
と
ニ
ー
ズ
を
把
握
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
全
国
約
2
4
0
0
国
勢
調
査
調
査
区

に
居
住
す
る
、在
宅
の
障
害
児
・
者
等
『
障

害
者
手
帳
（
身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育

手
帳
ま
た
は
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手

帳
）
所
持
者
、
難
病
等
患
者
及
び
こ
れ

ま
で
法
制
度
で
は
支
援
の
対
象
と
な
ら

な
い
が
、
長
引
く
病
気
や
け
が
等
に
よ

り
生
活
の
し
づ
ら
さ
が
あ
る
方
』
が
対

象
で
す
。

　
安
芸
高
田
市
で
は
、
今
回
2
地
区
内

の
方
が
対
象
と
な
り
ま
す
。
　
　

　
12
月
1
日
（
木
）
を
調
査
日
と
し
て

実
施
し
ま
す
。

　
事
前
に
対
象
と
な
る
調
査
地
区
内
の

全
世
帯
に
「
調
査
実
施
の
お
知
ら
せ
」

を
配
布
し
ま
す
。
そ
の
後
、
調
査
員
が

12
月
中
旬
頃
に
訪
問
し
、
調
査
の
趣
旨

等
を
説
明
の
う
え
調
査
の
対
象
と
な
る

か
の
確
認
を
し
た
後
、
調
査
票
の
配
布

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
今
回
の
調
査
目
的
を
ご
理
解
の
上
、

調
査
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
出
願
期
間
12
月
1
日
か
ら
3
月
20
日
ま

で
、資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
て
い
ま
す
。

お
気
軽
に
放
送
大
学
広
島
学
習
セ
ン
タ
ー

（
☎
0
8
2

-

2
4
7

-

4
0
3
0
）
ま

で
ご
請
求
く
だ
さ
い
。
放
送
大
学
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
も
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

　
広
島
県
立
三
次
高
等
技
術
専
門
学
校

で
は
、
平
成
29
年
4
月
入
学
生
を
募
集

し
ま
す
。

◎
自
動
車
整
備
課
（
期
間
2
年
・
高
卒

18
歳
以
上
30
歳
以
下
）

◎
溶
接
加
工
課
（
期
間
1
年
・
45
歳
以

下
）

◎
建
築
課
（
期
間
1
年
・
45
歳
以
下
）

◎
介
護
サ
ー
ビ
ス
科
（
期
間
6
ヶ
月
・

年
齢
制
限
な
し
）

　
見
学
は
い
つ
で
も
で
き
ま
す
。
希
望
の

方
は
、
事
前
に
連
絡
を
し
て
く
だ
さ
い
。

平
成
29
年
1
月
5
日
（
木
）〜
2
月
9
日

（
木
）
必
着

選
考
日
・
選
考
内
容
・
合
格
発
表
日
等

時

所時時 料

料

定

定

講
師

持
参
物

持
参
物

調
査
対
象

調
査
期
間

調
査
方
法

講
師

に
つ
い
て
は
、
当
校
へ
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

雇
用
保
険
受
給
者
で
、
公
共
職
業
安
定

所
（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
）
の
指
示
に
よ
っ

て
入
校
し
た
人
に
は
、
訓
練
の
終
了
日

ま
で
受
給
期
間
が
延
長
さ
れ
る
ほ
か
、

諸
手
当
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

三
次
高
等
技
術
専
門
校

三
次
市
十
日
市
南
6

-

14

-

1

☎
0
8
2
4

-

62

-

3
4
3
9

【
防
衛
大
学
校
学
生 

一
般
（
後
期
）】

　
　 

高
卒
（
見
込
含
む
）
21
歳
未
満

一
次:

平
成
29
年
2
月
18
日（
土
）

二
次:

平
成
29
年
3
月
10
日（
金
）

（
二
次
試
験
は
一
次
試
験
合
格
者
の
み
）

平
成
29
年
1
月
21
日（
土
）〜
27
日（
金
）

【
陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
生
徒 

一
般
】

　
　 

男
子
中
卒（
見
込
含
む
）17
歳
未
満

一
次:

平
成
29
年
1
月
21
日（
土
）

二
次:

平
成
29
年
2
月
2
日（
木
）〜
5
日

（
日
）（
一
次
試
験
合
格
者
の
う
ち
上
記
日

程
の
い
ず
れ
か
1
日
を
指
定
）

　
　
　
　
平
成
28
年
11
月
1
日（
火
）〜

平
成
29
年
1
月
6
日（
金
）

【
自
衛
官
候
補
生
】

　
　 

18
歳
以
上
27
歳
未
満

年
間
を
通
じ
て
受
付
し
て
お
り
ま
す
。

詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
待
遇
、
給
与
等
の
詳
し
い
内
容
に

つ
き
ま
し
て
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
に
な
る
か
、
自
衛
隊
可
部
募

集
案
内
所
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

　
平
成
29
年
版
の
広
島
県
民
手
帳
が
発

刊
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
度
の
表
紙
カ
バ
ー

の
色
は
エ
ン
ジ
、
サ
イ
ズ
は
２
種
類
で
、

小
さ
め
の
ポ
ケ
ッ
ト
版
と
大
き
め
の
デ

ス
ク
版
と
が
あ
り
ま
す
。

　
購
入
を
希
望
さ
れ
る
方
は
代
金
を
ご

持
参
の
上
、
次
の
販
売
期
間
中
に
販
売

場
所
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

11
月
24
日
（
木
）〜
12
月
15
日
（
木
）

本
庁
総
務
課
・
各
支
所
窓
口

○
ポ
ケ
ッ
ト
版
　
6
3
0
円

（
タ
テ:

1
4
9
㎜×

ヨ
コ:

90
㎜
）

○
デ
ス
ク
版
　
１
２
０
０
円

  （
タ
テ:

2
1
5
㎜×

ヨ
コ:

1
5
3
㎜
）

※

い
ず
れ
も
税
込
価
格
で
す
。

※

デ
ス
ク
版
は
数
が
少
な
い
た
め
、
売

り
切
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

　
飼
育
群
数
の
多
少
に
限
ら
ず
蜜
蜂
を

飼
育
す
る
場
合
は
、「
蜜
蜂
飼
育
届
」
の

提
出
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
毎

年
1
月
末
ま
で
に
県
に
提
出
を
お
願
い

し
ま
す
。（
手
数
料
は
か
か
り
ま
せ
ん
）

た
だ
し
、
園
芸
作
物
の
花
粉
交
配
用
に

飼
育
す
る
場
合
な
ど
届
出
が
不
要
な
場

合
も
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
県
庁
畜
産

課
（
☎
0
8
2-

5
1
3-

3
6
0
4
）

ま
た
は
西
部
畜
産
事
務
所
（
☎

0
8
2-

4
2
3-

2
4
1
1
）
へ
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

【
寄
附
者
】

城
間 

修
平

鈴
木 

智
恵
子

吉
田 

茂
生

本
田 

洋
介

西
村 

勝
司

高
田 

喜
治

井
上 

正
昭

吉
成 

英
司

廣
野 

博
士

仲
田 

雄
介

伊
本 

孝

斉
藤 

大
樹

江
藤 

一
男

藤
田 

肇

松
山 

龍
二

中
川 

斉

遠
藤 

聡

山
手 

洋
二

木
曽 

由
香

竹
内 

友
梨

小
島 

麗
子

松
尾 

龍
人

須
田 

仁

中
村 

智
也

木
戸 

智
子

塩
出 

健
人

岡
原 

正
幸

藤
井 

智
昭

竹
中 

朋
祐

北
川 

武
司

遠
藤 

桐
子

井
家
上 

良
雄

倉
本 

忠
之

半
田 

聡

藤
井 

本
晴

加
藤 

和
義

榎
本 

久
志
郎

林 

め
ぐ
み

工
藤 

大
輔

池
田 

正
昭

松
田 

淳
司

宮
原 

良
和

笠
原 

洋
子

田
中 

克
尚

二
張 

洋
司

奥
田 

文
幸

坂
野 

閣
紀

馬
場 

彬

土
山 

雅
人

斉
藤 

大
樹

海
老 

正
秀

波
多
野 

茂
樹

粕
谷 

健
次

安
藝 

裕
子

農
田 

慎

西
田 

一
弘

高
橋 

英
利

新
井 

秀
人

山
田 

有
孝

髙
杉 

洋
二
郎

松
見 

和
行

矢
代 

操

佐
藤 

ソ
ノ
ミ

川
崎 

良
雄

山
中 

康
高

和
田 

忠
彦

村
上 

良
一

匿
名
希
望

　
平
成
28
年
分
の
確
定
申
告
書
に
は
、

申
告
者
ご
本
人
の
「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

（
12
桁
の
番
号
）」
の
記
載
と
「
本
人
確

認
書
類
」
の
写
し
の
添
付
が
必
要
に
な

り
ま
す
。

※

本
人
確
認
書
類
と
は
、
次
の
い
ず
れ

　
か
の
書
類
で
す
。

①
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

②
通
知
カ
ー
ド
と
運
転
免
許
証
、
健
康

　
保
険
の
被
保
険
者
証
な
ど

③
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
記
載
さ
れ
た
住
民

　
票
の
写
し
と
運
転
免
許
証
、
健
康
保

　
険
の
被
保
険
者
証
な
ど

　
な
お
、
申
告
者
ご
本
人
の
申
告
書
に

扶
養
親
族
等
を
記
載
す
る
場
合
は
、
扶

養
親
族
等
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
合
わ
せ

て
記
載
し
ま
す
の
で
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

が
わ
か
る
よ
う
に
メ
モ
し
て
ご
来
場
く

だ
さ
い
。

月
間
有
効
求
職
者
数 

　
４
５
２
人

月
間
有
効
求
人
数
　
　
６
４
８
人

月
間
有
効
求
人
倍
率
　
１
．４
３
倍

お
仕
事
の
ご
相
談
・
求
人
募
集
は
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

☎
42-

0
6
0
5

　
42-

0
2
2
4

八
千
代
の
丘
美
術
館
冬
ま
つ
り
開
催
！

八
千
代
の
丘
美
術
館

☎
52
ー
３
０
５
０

平
成
28
年

生
活
の
し
づ
ら
さ
な
ど
に
関
す
る
調
査

社
会
福
祉
課

☎
42
ー
5
6
1
5

Living 
Information

安芸高田市　☎42-2111（代）

総務部・企画振興部
市民部
福祉保健部
産業振興部
建設部
教育委員会
議会事務局
消防本部・消防署

42-4376
42-2130
42-2130
42-1003
47-1206
42-4396
47-0250
47-1191

〈 FAX 〉

催
し

福
祉
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放
送
大
学
で
は
平
成
29
年
度
第
1
学

期
（
4
月
入
学
）
の
学
生
を
募
集
し
ま

す
。

　
放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
し
て
学
ぶ
通
信
制

の
大
学
で
す
。
心
理
・
教
育
・
福
祉
・

経
済
・
歴
史
・
文
学
・
情
報
・
自
然
科

学
な
ど
、
幅
広
い
分
野
を
学
べ
ま
す
。

　
働
き
な
が
ら
学
ん
で
大
学
卒
業
を
し

た
い
、
学
び
を
楽
し
み
た
い
な
ど
、
様
々

な
目
的
で
幅
広
い
世
代
、
職
業
の
方
が

学
ん
で
い
ま
す
。

○
15
歳
以
上
の
方
な
ら
、
1
科
目
目
か

ら
学
習
す
る
選
科
履
修
生
・
科
目
履

修
生
と
し
て
入
学
で
き
ま
す
。

○
18
歳
以
上
の
大
学
入
学
資
格
を
お
持

ち
の
方
な
ら
、
入
学
試
験
は
な
く
、

全
科
履
修
生
と
し
て
入
学
で
き
、
4

年
以
上
在
学
し
て
、
1
2
4
単
位
を

修
得
し
卒
業
す
る
と
、
学
士
（
教
養
）

の
学
位
を
取
得
で
き
ま
す
。

○
一
つ
の
分
野
を
体
系
的
に
学
び
た
い

方
に
は
「
放
送
大
学
エ
キ
ス
パ
ー
ト
」

　
12
月
よ
り
第
15
期
入
館
作
家
の
新
た

な
作
品
が
展
示
さ
れ
ま
す
。
こ
の
展
示

替
え
お
披
露
目
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
冬
ま

つ
り
を
開
催
し
ま
す
。
こ
の
日
は
作
家

に
よ
る
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
を
は
じ

め
、
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
を
開
催
す
る
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
の

一
日
で
す
。
特
別
に
入
館
無
料
と
な
っ

て
い
ま
す
の
で
、
皆
さ
ま
お
誘
い
あ
わ

せ
て
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
12
月
４
日
（
日
）
10
時
〜
17
時

（
た
だ
し
、
入
館
は
16
時
30
分
ま
で
）

　
八
千
代
の
丘
美
術
館

●
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
同
時
開
催

参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
八
千
代
の
丘
美

術
館
へ
事
前
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

「
ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
を

　
手
づ
く
り
し
よ
う
」

　
12
月
４
日
（
日
）
10
時
〜
12
時

　
　
Ｍ
棟
入
館
作
家

　
　
大
久
保
麻
里
子
先
生

　
３
０
０
円

　
20
名
　
　
　
　
　
軍
手

「
や
っ
て
み
る
と
簡
単
！

　
刺
し
子
コ
ー
ス
タ
ー
」

　
12
月
４
日
（
日
）
13
時
〜
15
時

　
　
筒
描
キ
ル
ト
作
家

　
　
岡
原
恵
子
先
生

　
５
０
０
円

　
　
　
糸
き
り
ば
さ
み 

も
の
さ
し

　
15
名

 

　
平
成
28
年
生
活
の
し
づ
ら
さ
な
ど
に

関
す
る
調
査
（
全
国
在
宅
障
害
児
・
者

等
実
態
調
査
）
を
実
施
し
ま
す
。

　
こ
の
調
査
は
、
厚
生
労
働
省
が
、
障

害
者
施
策
の
推
進
に
向
け
た
検
討
の
基

礎
資
料
と
す
る
た
め
、
概
ね
5
年
毎
に

在
宅
の
障
害
児
・
者
等
（
難
病
等
患
者

や
こ
れ
ま
で
の
法
制
度
で
は
支
援
の
対

象
と
な
ら
な
い
方
を
含
む
。）
の
生
活
実

態
と
ニ
ー
ズ
を
把
握
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
全
国
約
2
4
0
0
国
勢
調
査
調
査
区

に
居
住
す
る
、在
宅
の
障
害
児
・
者
等
『
障

害
者
手
帳
（
身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育

手
帳
ま
た
は
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手

帳
）
所
持
者
、
難
病
等
患
者
及
び
こ
れ

ま
で
法
制
度
で
は
支
援
の
対
象
と
な
ら

な
い
が
、
長
引
く
病
気
や
け
が
等
に
よ

り
生
活
の
し
づ
ら
さ
が
あ
る
方
』
が
対

象
で
す
。

　
安
芸
高
田
市
で
は
、
今
回
2
地
区
内

の
方
が
対
象
と
な
り
ま
す
。
　
　

　
12
月
1
日
（
木
）
を
調
査
日
と
し
て

実
施
し
ま
す
。

　
事
前
に
対
象
と
な
る
調
査
地
区
内
の

全
世
帯
に
「
調
査
実
施
の
お
知
ら
せ
」

を
配
布
し
ま
す
。
そ
の
後
、
調
査
員
が

12
月
中
旬
頃
に
訪
問
し
、
調
査
の
趣
旨

等
を
説
明
の
う
え
調
査
の
対
象
と
な
る

か
の
確
認
を
し
た
後
、
調
査
票
の
配
布

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
今
回
の
調
査
目
的
を
ご
理
解
の
上
、

調
査
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
出
願
期
間
12
月
1
日
か
ら
3
月
20
日
ま

で
、資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
て
い
ま
す
。

お
気
軽
に
放
送
大
学
広
島
学
習
セ
ン
タ
ー

（
☎
0
8
2

-

2
4
7

-

4
0
3
0
）
ま

で
ご
請
求
く
だ
さ
い
。
放
送
大
学
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
も
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

　
広
島
県
立
三
次
高
等
技
術
専
門
学
校

で
は
、
平
成
29
年
4
月
入
学
生
を
募
集

し
ま
す
。

◎
自
動
車
整
備
課
（
期
間
2
年
・
高
卒

18
歳
以
上
30
歳
以
下
）

◎
溶
接
加
工
課
（
期
間
1
年
・
45
歳
以

下
）

◎
建
築
課
（
期
間
1
年
・
45
歳
以
下
）

◎
介
護
サ
ー
ビ
ス
科
（
期
間
6
ヶ
月
・

年
齢
制
限
な
し
）

　
見
学
は
い
つ
で
も
で
き
ま
す
。
希
望
の

方
は
、
事
前
に
連
絡
を
し
て
く
だ
さ
い
。

平
成
29
年
1
月
5
日
（
木
）〜
2
月
9
日

（
木
）
必
着

選
考
日
・
選
考
内
容
・
合
格
発
表
日
等

に
つ
い
て
は
、
当
校
へ
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

雇
用
保
険
受
給
者
で
、
公
共
職
業
安
定

所
（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
）
の
指
示
に
よ
っ

て
入
校
し
た
人
に
は
、
訓
練
の
終
了
日

ま
で
受
給
期
間
が
延
長
さ
れ
る
ほ
か
、

諸
手
当
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

三
次
高
等
技
術
専
門
校

三
次
市
十
日
市
南
6

-

14

-

1

☎
0
8
2
4

-

62

-

3
4
3
9

【
防
衛
大
学
校
学
生 

一
般
（
後
期
）】

　
　 

高
卒
（
見
込
含
む
）
21
歳
未
満

一
次:

平
成
29
年
2
月
18
日（
土
）

二
次:

平
成
29
年
3
月
10
日（
金
）

（
二
次
試
験
は
一
次
試
験
合
格
者
の
み
）

平
成
29
年
1
月
21
日（
土
）〜
27
日（
金
）

【
陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
生
徒 

一
般
】

　
　 
男
子
中
卒（
見
込
含
む
）17
歳
未
満

一
次:

平
成
29
年
1
月
21
日（
土
）

二
次:

平
成
29
年
2
月
2
日（
木
）〜
5
日

（
日
）（
一
次
試
験
合
格
者
の
う
ち
上
記
日

程
の
い
ず
れ
か
1
日
を
指
定
）

　
　
　
　
平
成
28
年
11
月
1
日（
火
）〜

平
成
29
年
1
月
6
日（
金
）

【
自
衛
官
候
補
生
】

　
　 

18
歳
以
上
27
歳
未
満

年
間
を
通
じ
て
受
付
し
て
お
り
ま
す
。

詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
待
遇
、
給
与
等
の
詳
し
い
内
容
に

つ
き
ま
し
て
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
に
な
る
か
、
自
衛
隊
可
部
募

集
案
内
所
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

　
平
成
29
年
版
の
広
島
県
民
手
帳
が
発

刊
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
度
の
表
紙
カ
バ
ー

の
色
は
エ
ン
ジ
、
サ
イ
ズ
は
２
種
類
で
、

小
さ
め
の
ポ
ケ
ッ
ト
版
と
大
き
め
の
デ

ス
ク
版
と
が
あ
り
ま
す
。

　
購
入
を
希
望
さ
れ
る
方
は
代
金
を
ご

持
参
の
上
、
次
の
販
売
期
間
中
に
販
売

場
所
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

11
月
24
日
（
木
）〜
12
月
15
日
（
木
）

本
庁
総
務
課
・
各
支
所
窓
口

募
集
訓
練
課
等

応
募
受
付
期
間

選
考
日
等

特
典

資
格
　

受
付
期
間
　

資
格
　

資
格
　

試
験
日
　

試
験
日
　

受
付
期
間

お
問
い
合
わ
せ
先

○
ポ
ケ
ッ
ト
版
　
6
3
0
円

（
タ
テ:

1
4
9
㎜×

ヨ
コ:

90
㎜
）

○
デ
ス
ク
版
　
１
２
０
０
円

  （
タ
テ:

2
1
5
㎜×

ヨ
コ:

1
5
3
㎜
）

※

い
ず
れ
も
税
込
価
格
で
す
。

※

デ
ス
ク
版
は
数
が
少
な
い
た
め
、
売

り
切
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

　
飼
育
群
数
の
多
少
に
限
ら
ず
蜜
蜂
を

飼
育
す
る
場
合
は
、「
蜜
蜂
飼
育
届
」
の

提
出
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
毎

年
1
月
末
ま
で
に
県
に
提
出
を
お
願
い

し
ま
す
。（
手
数
料
は
か
か
り
ま
せ
ん
）

た
だ
し
、
園
芸
作
物
の
花
粉
交
配
用
に

飼
育
す
る
場
合
な
ど
届
出
が
不
要
な
場

合
も
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
県
庁
畜
産

課
（
☎
0
8
2-

5
1
3-

3
6
0
4
）

ま
た
は
西
部
畜
産
事
務
所
（
☎

0
8
2-

4
2
3-

2
4
1
1
）
へ
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

【
寄
附
者
】

城
間 

修
平

鈴
木 

智
恵
子

吉
田 

茂
生

本
田 

洋
介

西
村 

勝
司

高
田 

喜
治

井
上 

正
昭

吉
成 

英
司

廣
野 

博
士

仲
田 

雄
介

伊
本 

孝

斉
藤 

大
樹

江
藤 

一
男

藤
田 

肇

松
山 

龍
二

中
川 

斉

遠
藤 

聡

山
手 

洋
二

木
曽 

由
香

竹
内 

友
梨

小
島 

麗
子

松
尾 

龍
人

様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様
（
東
京
都
）

（
東
京
都
）

（
東
京
都
）

（
埼
玉
県
）

（
広
島
県
）

（
東
京
都
）

（
東
京
都
）

（
福
岡
県
）

（
兵
庫
県
）

（
千
葉
県
）

（
大
阪
府
）

（
秋
田
県
）

（
広
島
県
）

（
岡
山
県
）

（
広
島
県
）

（
大
阪
府
）

（
埼
玉
県
）

（
東
京
都
）

（
広
島
県
）

（
神
奈
川
県
）

（
東
京
都
）

（
茨
城
県
）

須
田 

仁

中
村 

智
也

木
戸 

智
子

塩
出 

健
人

岡
原 

正
幸

藤
井 

智
昭

竹
中 

朋
祐

北
川 

武
司

遠
藤 

桐
子

井
家
上 

良
雄

倉
本 

忠
之

半
田 

聡

藤
井 

本
晴

加
藤 

和
義

榎
本 

久
志
郎

林 

め
ぐ
み

工
藤 

大
輔

池
田 

正
昭

松
田 

淳
司

宮
原 

良
和

笠
原 

洋
子

田
中 

克
尚

二
張 

洋
司

奥
田 

文
幸

坂
野 

閣
紀

馬
場 

彬

土
山 

雅
人

斉
藤 

大
樹

海
老 

正
秀

波
多
野 

茂
樹

様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様

様様様様様様様様様様様様様様様

（
大
阪
府
）

（
神
奈
川
県
）

（
兵
庫
県
）

（
東
京
都
）

（
広
島
県
）

（
大
阪
府
）

（
福
岡
県
）

（
岐
阜
県
）

（
東
京
都
）

（
広
島
県
）

（
広
島
県
）

（
神
奈
川
県
）

（
東
京
都
）

（
神
奈
川
県
）

（
神
奈
川
県
）

（
徳
島
県
）

（
宮
崎
県
）

（
北
海
道
）

（
広
島
県
）

（
東
京
都
）

（
神
奈
川
県
）

（
福
岡
県
）

（
広
島
県
）

（
大
阪
府
）

（
愛
知
県
）

（
東
京
都
）

（
兵
庫
県
）

（
秋
田
県
）

（
愛
知
県
）

（
愛
知
県
）

粕
谷 
健
次

安
藝 
裕
子

農
田 

慎

西
田 

一
弘

高
橋 

英
利

新
井 

秀
人

山
田 

有
孝

髙
杉 

洋
二
郎

松
見 

和
行

矢
代 

操

佐
藤 

ソ
ノ
ミ

川
崎 

良
雄

山
中 

康
高

和
田 

忠
彦

村
上 

良
一

匿
名
希
望

　
平
成
28
年
分
の
確
定
申
告
書
に
は
、

申
告
者
ご
本
人
の
「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

（
12
桁
の
番
号
）」
の
記
載
と
「
本
人
確

認
書
類
」
の
写
し
の
添
付
が
必
要
に
な

り
ま
す
。

（
埼
玉
県
）

（
大
阪
府
）

（
神
奈
川
県
）

（
京
都
府
）

（
大
阪
府
）

（
広
島
県
）

（
東
京
都
）

（
東
京
都
）

（
福
井
県
）

（
大
阪
府
）

（
岐
阜
県
）

（
東
京
都
）

（
神
奈
川
県
）

（
大
阪
府
）

（
東
京
都
）

（
1
4
1
名
）

※

本
人
確
認
書
類
と
は
、
次
の
い
ず
れ

　
か
の
書
類
で
す
。

①
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

②
通
知
カ
ー
ド
と
運
転
免
許
証
、
健
康

　
保
険
の
被
保
険
者
証
な
ど

③
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
記
載
さ
れ
た
住
民

　
票
の
写
し
と
運
転
免
許
証
、
健
康
保

　
険
の
被
保
険
者
証
な
ど

　
な
お
、
申
告
者
ご
本
人
の
申
告
書
に

扶
養
親
族
等
を
記
載
す
る
場
合
は
、
扶

養
親
族
等
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
合
わ
せ

て
記
載
し
ま
す
の
で
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

が
わ
か
る
よ
う
に
メ
モ
し
て
ご
来
場
く

だ
さ
い
。

月
間
有
効
求
職
者
数 

　
４
５
２
人

月
間
有
効
求
人
数
　
　
６
４
８
人

月
間
有
効
求
人
倍
率
　
１
．４
３
倍

お
仕
事
の
ご
相
談
・
求
人
募
集
は
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

☎
42-

0
6
0
5

　
42-

0
2
2
4

広島地本 検索

放
送
大
学

4
月
生
募
集
の
お
知
ら
せ

放
送
大
学
広
島
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
0
8
2
ー
2
4
7
ー
4
0
3
0

公
共
職
業
訓
練
と
は

資
格+

技
能=

就
職
！

三
次
高
等
技
術
専
門
校

☎
0
8
2
4
ー
62
ー
3
4
3
9

財
政
課

☎
42
ー
5
6
2
3

自
衛
官
募
集
〜
平
和
を
仕
事
に
す
る
〜

自
衛
隊
可
部
募
集
案
内
所

☎
0
8
2
ー
8
1
5
ー
3
9
8
0

安
芸
高
田
市
ふ
る
さ
と
応
援

寄
附
金
を
い
た
だ
き
ま
し
た

蜜
蜂
飼
育
届
の
お
知
ら
せ

県
庁
畜
産
課

☎
0
8
2
ー
5
1
3
ー
3
6
0
4

確
定
申
告
時
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
記
載
、

本
人
確
認
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

税
務
課

☎
42
ー
５
６
１
４

吉
田
税
務
署

☎
42
ー
０
０
０
８

平
成
29
年
版
広
島
県
民
手
帳
の
販
売

総
務
課

☎
42
ー
5
6
1
１

お
知
ら
せ

募
集

販
売
期
間

販
売
場
所

販
売
価
格

広報 あきたかた 12月号 2829 広報 あきたかた 12月号



（ささき そうき・男）

（なかしま のぞみ・女）

（おかもと ゆうだい・男）

（やまもと れん・男）

（たけまつ つばさ・男）

（みやの ゆいと・男）

（ほそかわ みつき・女）

（もりみつ しゅん・男）

吉田町

花 本   哲 眞
上 田   　 忍
近 野   　 慧
新 道   弘 子
織田 八重子
高 松  　 強
倉濱 フサコ

平 木   一 行
井 野   知 剛
立 川   伸 子
湯 浅   幸 子
丸井 ヤエコ

（88 歳）

（65 歳）

（70 歳）

（56 歳）

（73 歳）

（75 歳）

（98 歳）

（73 歳）

（78 歳）

（89 歳）

（75 歳）

（76 歳）

［下入江］

［下入江］

［山　手］

［山　手］

［常　友］

［常　友］

［吉　田］

［上　根］

［上　根］

［下　根］

［下　根］

［佐々井］

吉田町

八千代町

美土里町

高宮町

表  　  鶴 奇
前 田   一 男
村田 イツエ
矢 木   芳 昭

　 中   末 男
濵 田   實 郎
吉 武   英 樹
小野 コマル
眞 川   　 司
中川 カズエ
平 岡   儉 三
竹 田   生 榮
谷 本   照 子

（84 歳）

（64 歳）

（87 歳）

（67 歳）

（87 歳）

（90 歳）

（74 歳）

（93 歳）

（88 歳）

（97 歳）

（83 歳）

（97 歳）

（88 歳）

［上甲立］

［上甲立］

［高田原］

［下小原］

［戸　島］

［戸　島］

［戸　島］

［　坂　］

［　坂　］

［　坂　］

［長　田］

［長　田］

［保　垣］

甲田町

向原町

八千代町

美土里町

崎 森  　  成

下小城 彩季
山 本   珠 穂
高 橋   充 希

上 本   和 也

（さきもり なる・男）

（しもこじよう さき・女）

（やまもと みほ・女）

（たかはし みつき・女）

（うえもと かずや・男）

甲田町

向原町

住　 イツヱ
吉 川   武 雄
新 田   道 夫
増 田   武 夫
生 本  　  子
山田 キヨ子
津 田   信 江

山 光   鐡 男
半田 チヱ子
朝原 ミヅエ
雪貞 志津香
西田 千惠子
小　 タツヱ

（97 歳）

（95 歳）

（70 歳）

（88 歳）

（78 歳）

（88 歳）

（87 歳）

（84 歳）

（88 歳）

（99 歳）

（97 歳）

（99 歳）

（76 歳）

［横　田］

［横　田］

［横　田］

［　北　］

［　北　］

［桑　田］

［本　郷］

［羽佐竹］

［羽佐竹］

［来女木］

［来女木］

［原　田］

［川　根］

小 原   碧 生
塩 道   う た
中 村   颯 汰
大 瀬 音   蒼
矢 　   向 葵

森 政   泰 雅
鴻 池   克 実
松 木   希 海

（おばら あおい・男）

（しおみち うた・女）

（なかむら そうた・男）

（おおせど そう・男）

（やはら ひまり・女）

（もりまさ たいが・男）

（こうのいけ かつみ・男）

（まつき のぞみ・女）

佐々木 颯喜
中 島   希 実
岡 本   侑 大
山 本   　 怜
竹 松   　 翼
宮 野   結 叶
細 川   満 月
毛 利 光   舜

　
放
送
大
学
で
は
平
成
29
年
度
第
1
学

期
（
4
月
入
学
）
の
学
生
を
募
集
し
ま

す
。

　
放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
し
て
学
ぶ
通
信
制

の
大
学
で
す
。
心
理
・
教
育
・
福
祉
・

経
済
・
歴
史
・
文
学
・
情
報
・
自
然
科

学
な
ど
、
幅
広
い
分
野
を
学
べ
ま
す
。

　
働
き
な
が
ら
学
ん
で
大
学
卒
業
を
し

た
い
、
学
び
を
楽
し
み
た
い
な
ど
、
様
々

な
目
的
で
幅
広
い
世
代
、
職
業
の
方
が

学
ん
で
い
ま
す
。

○
15
歳
以
上
の
方
な
ら
、
1
科
目
目
か

ら
学
習
す
る
選
科
履
修
生
・
科
目
履

修
生
と
し
て
入
学
で
き
ま
す
。

○
18
歳
以
上
の
大
学
入
学
資
格
を
お
持

ち
の
方
な
ら
、
入
学
試
験
は
な
く
、

全
科
履
修
生
と
し
て
入
学
で
き
、
4

年
以
上
在
学
し
て
、
1
2
4
単
位
を

修
得
し
卒
業
す
る
と
、
学
士
（
教
養
）

の
学
位
を
取
得
で
き
ま
す
。

○
一
つ
の
分
野
を
体
系
的
に
学
び
た
い

方
に
は
「
放
送
大
学
エ
キ
ス
パ
ー
ト
」

　
12
月
よ
り
第
15
期
入
館
作
家
の
新
た

な
作
品
が
展
示
さ
れ
ま
す
。
こ
の
展
示

替
え
お
披
露
目
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
冬
ま

つ
り
を
開
催
し
ま
す
。
こ
の
日
は
作
家

に
よ
る
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
を
は
じ

め
、
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
を
開
催
す
る
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
の

一
日
で
す
。
特
別
に
入
館
無
料
と
な
っ

て
い
ま
す
の
で
、
皆
さ
ま
お
誘
い
あ
わ

せ
て
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
12
月
４
日
（
日
）
10
時
〜
17
時

（
た
だ
し
、
入
館
は
16
時
30
分
ま
で
）

　
八
千
代
の
丘
美
術
館

●
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
同
時
開
催

参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
八
千
代
の
丘
美

術
館
へ
事
前
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

「
ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
を

　
手
づ
く
り
し
よ
う
」

　
12
月
４
日
（
日
）
10
時
〜
12
時

　
　
Ｍ
棟
入
館
作
家

　
　
大
久
保
麻
里
子
先
生

　
３
０
０
円

　
20
名
　
　
　
　
　
軍
手

「
や
っ
て
み
る
と
簡
単
！

　
刺
し
子
コ
ー
ス
タ
ー
」

　
12
月
４
日
（
日
）
13
時
〜
15
時

　
　
筒
描
キ
ル
ト
作
家

　
　
岡
原
恵
子
先
生

　
５
０
０
円

　
　
　
糸
き
り
ば
さ
み 

も
の
さ
し

　
15
名

 

　
平
成
28
年
生
活
の
し
づ
ら
さ
な
ど
に

関
す
る
調
査
（
全
国
在
宅
障
害
児
・
者

等
実
態
調
査
）
を
実
施
し
ま
す
。

　
こ
の
調
査
は
、
厚
生
労
働
省
が
、
障

害
者
施
策
の
推
進
に
向
け
た
検
討
の
基

礎
資
料
と
す
る
た
め
、
概
ね
5
年
毎
に

在
宅
の
障
害
児
・
者
等
（
難
病
等
患
者

や
こ
れ
ま
で
の
法
制
度
で
は
支
援
の
対

象
と
な
ら
な
い
方
を
含
む
。）
の
生
活
実

態
と
ニ
ー
ズ
を
把
握
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
全
国
約
2
4
0
0
国
勢
調
査
調
査
区

に
居
住
す
る
、在
宅
の
障
害
児
・
者
等
『
障

害
者
手
帳
（
身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育

手
帳
ま
た
は
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手

帳
）
所
持
者
、
難
病
等
患
者
及
び
こ
れ

ま
で
法
制
度
で
は
支
援
の
対
象
と
な
ら

な
い
が
、
長
引
く
病
気
や
け
が
等
に
よ

り
生
活
の
し
づ
ら
さ
が
あ
る
方
』
が
対

象
で
す
。

　
安
芸
高
田
市
で
は
、
今
回
2
地
区
内

の
方
が
対
象
と
な
り
ま
す
。
　
　

　
12
月
1
日
（
木
）
を
調
査
日
と
し
て

実
施
し
ま
す
。

　
事
前
に
対
象
と
な
る
調
査
地
区
内
の

全
世
帯
に
「
調
査
実
施
の
お
知
ら
せ
」

を
配
布
し
ま
す
。
そ
の
後
、
調
査
員
が

12
月
中
旬
頃
に
訪
問
し
、
調
査
の
趣
旨

等
を
説
明
の
う
え
調
査
の
対
象
と
な
る

か
の
確
認
を
し
た
後
、
調
査
票
の
配
布

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
今
回
の
調
査
目
的
を
ご
理
解
の
上
、

調
査
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
出
願
期
間
12
月
1
日
か
ら
3
月
20
日
ま

で
、資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
て
い
ま
す
。

お
気
軽
に
放
送
大
学
広
島
学
習
セ
ン
タ
ー

（
☎
0
8
2

-

2
4
7

-

4
0
3
0
）
ま

で
ご
請
求
く
だ
さ
い
。
放
送
大
学
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
も
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

　
広
島
県
立
三
次
高
等
技
術
専
門
学
校

で
は
、
平
成
29
年
4
月
入
学
生
を
募
集

し
ま
す
。

◎
自
動
車
整
備
課
（
期
間
2
年
・
高
卒

18
歳
以
上
30
歳
以
下
）

◎
溶
接
加
工
課
（
期
間
1
年
・
45
歳
以

下
）

◎
建
築
課
（
期
間
1
年
・
45
歳
以
下
）

◎
介
護
サ
ー
ビ
ス
科
（
期
間
6
ヶ
月
・

年
齢
制
限
な
し
）

　
見
学
は
い
つ
で
も
で
き
ま
す
。
希
望
の

方
は
、
事
前
に
連
絡
を
し
て
く
だ
さ
い
。

平
成
29
年
1
月
5
日
（
木
）〜
2
月
9
日

（
木
）
必
着

選
考
日
・
選
考
内
容
・
合
格
発
表
日
等

に
つ
い
て
は
、
当
校
へ
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

雇
用
保
険
受
給
者
で
、
公
共
職
業
安
定

所
（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
）
の
指
示
に
よ
っ

て
入
校
し
た
人
に
は
、
訓
練
の
終
了
日

ま
で
受
給
期
間
が
延
長
さ
れ
る
ほ
か
、

諸
手
当
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

三
次
高
等
技
術
専
門
校

三
次
市
十
日
市
南
6

-

14

-

1

☎
0
8
2
4

-

62

-

3
4
3
9

【
防
衛
大
学
校
学
生 

一
般
（
後
期
）】

　
　 

高
卒
（
見
込
含
む
）
21
歳
未
満

一
次:

平
成
29
年
2
月
18
日（
土
）

二
次:

平
成
29
年
3
月
10
日（
金
）

（
二
次
試
験
は
一
次
試
験
合
格
者
の
み
）

平
成
29
年
1
月
21
日（
土
）〜
27
日（
金
）

【
陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
生
徒 

一
般
】

　
　 

男
子
中
卒（
見
込
含
む
）17
歳
未
満

一
次:

平
成
29
年
1
月
21
日（
土
）

二
次:

平
成
29
年
2
月
2
日（
木
）〜
5
日

（
日
）（
一
次
試
験
合
格
者
の
う
ち
上
記
日

程
の
い
ず
れ
か
1
日
を
指
定
）

　
　
　
　
平
成
28
年
11
月
1
日（
火
）〜

平
成
29
年
1
月
6
日（
金
）

【
自
衛
官
候
補
生
】

　
　 

18
歳
以
上
27
歳
未
満

年
間
を
通
じ
て
受
付
し
て
お
り
ま
す
。

詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
待
遇
、
給
与
等
の
詳
し
い
内
容
に

つ
き
ま
し
て
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
に
な
る
か
、
自
衛
隊
可
部
募

集
案
内
所
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

　
平
成
29
年
版
の
広
島
県
民
手
帳
が
発

刊
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
度
の
表
紙
カ
バ
ー

の
色
は
エ
ン
ジ
、
サ
イ
ズ
は
２
種
類
で
、

小
さ
め
の
ポ
ケ
ッ
ト
版
と
大
き
め
の
デ

ス
ク
版
と
が
あ
り
ま
す
。

　
購
入
を
希
望
さ
れ
る
方
は
代
金
を
ご

持
参
の
上
、
次
の
販
売
期
間
中
に
販
売

場
所
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

11
月
24
日
（
木
）〜
12
月
15
日
（
木
）

本
庁
総
務
課
・
各
支
所
窓
口

○
ポ
ケ
ッ
ト
版
　
6
3
0
円

（
タ
テ:

1
4
9
㎜×

ヨ
コ:

90
㎜
）

○
デ
ス
ク
版
　
１
２
０
０
円

  （
タ
テ:

2
1
5
㎜×

ヨ
コ:

1
5
3
㎜
）

※

い
ず
れ
も
税
込
価
格
で
す
。

※

デ
ス
ク
版
は
数
が
少
な
い
た
め
、
売

り
切
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

　
飼
育
群
数
の
多
少
に
限
ら
ず
蜜
蜂
を

飼
育
す
る
場
合
は
、「
蜜
蜂
飼
育
届
」
の

提
出
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
毎

年
1
月
末
ま
で
に
県
に
提
出
を
お
願
い

し
ま
す
。（
手
数
料
は
か
か
り
ま
せ
ん
）

た
だ
し
、
園
芸
作
物
の
花
粉
交
配
用
に

飼
育
す
る
場
合
な
ど
届
出
が
不
要
な
場

合
も
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
県
庁
畜
産

課
（
☎
0
8
2-

5
1
3-

3
6
0
4
）

ま
た
は
西
部
畜
産
事
務
所
（
☎

0
8
2-

4
2
3-

2
4
1
1
）
へ
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

【
寄
附
者
】

城
間 

修
平

鈴
木 

智
恵
子

吉
田 

茂
生

本
田 

洋
介

西
村 

勝
司

高
田 

喜
治

井
上 

正
昭

吉
成 

英
司

廣
野 

博
士

仲
田 

雄
介

伊
本 

孝

斉
藤 

大
樹

江
藤 

一
男

藤
田 

肇

松
山 

龍
二

中
川 

斉

遠
藤 

聡

山
手 

洋
二

木
曽 

由
香

竹
内 

友
梨

小
島 

麗
子

松
尾 

龍
人

須
田 

仁

中
村 

智
也

木
戸 

智
子

塩
出 

健
人

岡
原 

正
幸

藤
井 

智
昭

竹
中 

朋
祐

北
川 

武
司

遠
藤 

桐
子

井
家
上 

良
雄

倉
本 

忠
之

半
田 

聡

藤
井 

本
晴

加
藤 

和
義

榎
本 

久
志
郎

林 

め
ぐ
み

工
藤 

大
輔

池
田 

正
昭

松
田 

淳
司

宮
原 

良
和

笠
原 

洋
子

田
中 

克
尚

二
張 

洋
司

奥
田 

文
幸

坂
野 

閣
紀

馬
場 

彬

土
山 

雅
人

斉
藤 

大
樹

海
老 

正
秀

波
多
野 

茂
樹

粕
谷 

健
次

安
藝 

裕
子

農
田 

慎

西
田 

一
弘

高
橋 

英
利

新
井 

秀
人

山
田 

有
孝

髙
杉 

洋
二
郎

松
見 

和
行

矢
代 

操

佐
藤 

ソ
ノ
ミ

川
崎 

良
雄

山
中 

康
高

和
田 

忠
彦

村
上 

良
一

匿
名
希
望

　
平
成
28
年
分
の
確
定
申
告
書
に
は
、

申
告
者
ご
本
人
の
「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

（
12
桁
の
番
号
）」
の
記
載
と
「
本
人
確

認
書
類
」
の
写
し
の
添
付
が
必
要
に
な

り
ま
す
。

8 日（木）

22 日（木）

予約は 11 月 24 日（木）より
受付　吉田人権会館
☎42-2826

予約は 12 月 8 日（木）より
受付　甲田人権会館
☎45-4922

予約は相談日の 5 日前まで
たかみや人権会館
☎57-1330
広島県社会保険労務士会
三次支部
道沖祐子 社労士事務所
☎52-3555

総務課
☎42-5611

吉田人権会館
☎42-2826

社会福祉課
☎42-5615

障害者基幹相談支援センター
☎47-1080
清風会つぼみ
☎47-2092
相談支援事業所もやい
☎45-2320

地域包括支援センター
☎47-1132

消費生活相談室
☎42-1143

☎局番なしの＃8000
（携帯電話からも利用可）

13：00～16：00

13：00～16：00

10：00～12：00
10：00～15：00
13：30～15：30
10：00～15：00

12 日（月）
17 日（土）
13 日（火）
13 日（火）

巡回無料弁護士相談会

行政相談

くらしの総合相談

総合相談 高宮会場

年金・労働
無料相談会

生活困窮者相談

障害者相談

高齢者相談

消費生活相談

お太助フォン相談

広島県小児救急医療
電話相談

美土里会場
高宮会場
甲田会場
向原会場
吉田会場

相談会名 相談内容 日にち 時間 場所 予約及びお問い合わせ先

吉田人権会館

甲田人権会館

美土里支所
たかみや人権会館

甲田支所
向原支所

注）相談時間はお 1 人 30 分
までです
注）相談回数は同じ相談では
1 回に限ります
注）訴訟中の相談で弁護士に
利害関係がある場合は、相談
をお断りすることがあります

弁護士が無料で
さまざまな相談を
お受けします

国の機関へ苦情や意見・
暮らしの心配事の相談
などお受けします

さまざまな暮らしの心配
事相談をお受けします

年金・労働のお悩み、
障害年金請求の記入方
法などに社会保険労務
士がお答えします

生活保護など生活困窮
に対する相談をお受け
します

障害者やその家族の方
などのお悩みをお受け
します

高齢者に関する相談を
お受けします

悪質な商取引に関する
消費者相談をお受けし
ます

お太助フォンに関する
相談をお受けします

子どもの急な病気につ
いて休日や夜間にアド
バイスが受けられます

1 日（木）
15 日（木）

13 日（火）
27 日（火）

   28 日（水）

平日

平日

平日

平日

平日

平日

平日

水・金

吉田人権会館

たかみや人権会館

電話・窓口相談

電話・窓口相談

電話・窓口相談

電話・窓口相談

電話・窓口相談

電話・窓口相談

電話・窓口相談

電話相談

ゆめタウン吉田店
2F

文化教室

10：00～15：00

18：00～20：00

13：00～15：45

8：30～17：15

8：30～17：30

8：30～17：30

9：00～18：00

8：30～17：30

9：30～12：00
13：00～16：30

広島県生活センター
☎082-223-8811県民相談

離婚・相続・近隣トラ
ブル、交通事故などの
相談をお受けします

平日 電話・窓口相談9：00～17：00

9：30～18：00

19：00～翌 8：00

CBBS（中国ブロードバンド
サービス株式会社）☎45-7017
★お太助フォンからは
99-5510

12 月の相談

※

本
人
確
認
書
類
と
は
、
次
の
い
ず
れ

　
か
の
書
類
で
す
。

①
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

②
通
知
カ
ー
ド
と
運
転
免
許
証
、
健
康

　
保
険
の
被
保
険
者
証
な
ど

③
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
記
載
さ
れ
た
住
民

　
票
の
写
し
と
運
転
免
許
証
、
健
康
保

　
険
の
被
保
険
者
証
な
ど

　
な
お
、
申
告
者
ご
本
人
の
申
告
書
に

扶
養
親
族
等
を
記
載
す
る
場
合
は
、
扶

養
親
族
等
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
合
わ
せ

て
記
載
し
ま
す
の
で
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

が
わ
か
る
よ
う
に
メ
モ
し
て
ご
来
場
く

だ
さ
い
。

月
間
有
効
求
職
者
数 

　
４
５
２
人

月
間
有
効
求
人
数
　
　
６
４
８
人

月
間
有
効
求
人
倍
率
　
１
．４
３
倍

お
仕
事
の
ご
相
談
・
求
人
募
集
は
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

☎
42-

0
6
0
5

　
42-

0
2
2
4

行政相談委員が
行政に関する
困りごとや意見など
お受けします

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
安
芸
高
田
の

求
人
求
職
状
況
（
9
月
分
）

年末年始の歯科医当番

12 月 30 日（金）

12 月 31 日（土）
1 月 1 日（日）
1 月 2 日（月）
1 月 3 日（火）

まさなが歯科クリニック（甲田町）
☎45-7733
山崎歯科医院（吉田町） ☎42-3527
吉村歯科医院（吉田町） ☎43-2076
有木歯科医院（向原町）☎46-2101
イズミ歯科医院（吉田町） ☎42-4618

12 月の休日・夜間の救急医療
■高田地区休日夜間救急診療所
　吉田総合病院（吉田町）
　平日 17：00～翌朝 8：30
　日・祝日 8：30～翌 8：30
　【内科・外科】☎42-0636
■おおはた産婦人科（吉田町）
　12 月 18 日（日）
　【産婦人科】☎42-0067
※都合により変更になる場合があります。出か
ける前に医療機関へお問い合わせください。

12 月の納税
固定資産税 3 期
納期限：12月26日（月）
夜間納付窓口

開設日
12 月 22 日（木）

（17：15～19：00）
開設場所
税務課

（本庁第 1 庁舎 1 階）

お
詫
び
と
訂
正

広
報
あ
き
た
か
た
11
月
号
26
ペ
ー
ジ
に
誤
り
が

あ
り
ま
し
た
。
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

お
詫
び
す
る
と
と
も
に
、
訂
正
致
し
ま
す
。

（
誤
）
森
安

　陸 

↓ （
正
）
森
保

　陸

（
誤
）
東

　峻
希 

↓ （
正
）
東

　俊
希

■診療時間（各共通）9：00～17：00
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